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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

6
月
27
日（
土
）・6
月
28
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
水
）・
18
日（
木
）・
29
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
30
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

　
５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、

８
月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、不
動
産
取
得
税
等
他
の
県

税
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
６
月
３０
日（
火
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

雨が降ったからこその『虹』

　心配したからこその『健康への意識』

引き続きうがい・手洗いによるコロナウイルス感染症防止のご協力を
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（4月中）
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広
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広
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下仁田プライド in

住民相互が
思いやるまち

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　洋　）
（信　幸）
（恭　一）
（　均　）
（南都隆道）
（久　夫）
（幸　生）
（澄　子）
（英　子）
（順　子）
（磯　治）
（　勲　）

中　央
城　西
横　間
市ノ萱
下　町
蒔　田
下小坂
下小坂
旭　町
下小坂
南野牧
本　宿

今井　ミサ子
山田　いく
廣澤　ぜん
石井　忠夫
伊藤　積
下山　つる
磯田　武二
青木　春光
市川　修治
神戸　文夫
小金澤まつ江
古市　敏夫

地　区
ご出産おめでとうございます

今 井　琉 詩  （博久・美奈）   仲　町

（保護者）出　生　児
りゅうた

栗 原　悠 乃  （大輔・麻由香）   東　町
ゆの

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

茂木時計店【オーダーメイド補聴器認定店】リオン、ワイデックス補聴器取り扱い
住所 下仁田町下仁田393-6　電話・ＦＡＸ 0274-82-2811
H P  www.tokei10.com

実用性の高いスタンダードモデル

オレオール 2020年モデル 各種オレオール 2020年モデル 各種

https://store.shopping.yahoo.co.jp/tokei10/

ネットで注文、店舗で受け取りＯＫです。
【検索：茂木時計店】

SALESALE 11,00011,000円円円円
（税込価格）全品

メーカー希望価格 30,000円～

メンズウオッチ専門ヤフーショップ店
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新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

広
報しもにた

●イベントの中止

あじさい祭り（馬山地区）
下仁田こんにゃく夏祭り（下仁田地区）

教育委員会ジオパーク推進係

商工観光課商工観光係

●6月1日から施設利用再開

教育委員会文化財保護係

教育委員会ジオパーク推進係

教育委員会公民館係

☎82‒5345

☎82‒2111

☎70‒3070

☎70‒3070

☎82‒3535

●小学校・中学校 
臨時休校を解除し、6月1日から学校再開いたします。ただし、密集防止のため、6月5日までは時差通学を行います。

※群馬県社会経済活動再開のガイドラインにおける「警戒レベル」の状況により、施設利用を再開しますので、詳細は
お問い合わせください。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例

日
常
生
活
の
各
場
面
別
の
生
活
様
式

負
担
軽
減
と
し
て
現
金
給
付
を
速

や
か
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
後
の
更
な
る
対
策
を
講

じ
る
べ
く
、
準
備
事
務
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
の
活
動

自
粛
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
日
常

生
活
で
不
便
を
感
じ
て
い
る
こ
と

と
深
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
猛
威
を

振
る
う
感
染
症
に
対
し
、
我
々
は

立
ち
止
ま
っ
て
い
る
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

　事
実
や
歴
史
か
ら
学
び
、
地
域

が
一
丸
と
な
る
べ
き
時
期
で
あ
る

と
認
識
し
、
今
後
に
お
い
て
も
町

民
の
皆
様
の
健
康
と
生
活
、
地
域

経
済
を
守
る
た
め
施
策
を
講
じ
て

参
り
ま
す
。

　
　
　
　

 

下
仁
田
町
長

　原 

秀
男

●
買
い
物

□
通
販
も
利
用

□
1
人
ま
た
は
少
人
数
で
、
す
い
た

　時
間
に

□
電
子
決
済
の
利
用

□
計
画
を
た
て
て
素
早
く
済
ま
す

□
サ
ン
プ
ル
な
ど
展
示
品
へ
の
接

　触
は
控
え
め
に

□
レ
ジ
に
並
ぶ
と
き
は
、
前
後
に

　ス
ペ
ー
ス

●
公
共
交
通
機
関
の
利
用

□
会
話
は
控
え
め
に

□
混
ん
で
い
る
時
間
帯
は
避
け
て

□
徒
歩
や
自
転
車
利
用
も
併
用
す

　る
●
食
事

□
持
ち
帰
り
や
出
前
、
デ
リ
バ
リ
ー

　も
□
屋
外
空
間
で
気
持
ち
よ
く

□
大
皿
は
避
け
て
、
料
理
は
個
々
に

□
対
面
で
は
な
く
横
並
び
で
座
ろ
う

□
料
理
に
集
中
、
お
し
ゃ
べ
り
は

　控
え
め
に

□
お
酌
、
グ
ラ
ス
や
お
猪
口
の
回

　し
飲
み
は
避
け
て

「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
例

日
常
生
活
を
営
む
上
で
の

基
本
的
生
活
様
式

□
ま
め
に
手
洗
い
・
手
指
消
毒

□
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

□
こ
ま
め
に
換
気

□
身
体
的
距
離
の
確
保

□
「
3
密
」
の
回
避

  

（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）

□
毎
朝
で
体
温
測
定
、
健
康

　チ
ェ
ッ
ク
。
発
熱
又
は
風

　邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

　ム
リ
せ
ず
自
宅
で
療
養

●
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
等

□
公
園
は
す
い
た
時
間
、
場
所
を
選

　ぶ
□
筋
ト
レ
や
ヨ
ガ
は
自
宅
で
動
画

　を
活
用

□
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
少
人
数
で

□
す
れ
違
う
と
き
は
距
離
を
と
る

　マ
ナ
ー

□
予
約
制
を
利
用
し
て
ゆ
っ
た
り
と

□
狭
い
部
屋
で
の
長
居
は
無
用

□
歌
や
応
援
は
、
十
分
な
距
離
か

　オ
ン
ラ
イ
ン

●
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
親
族
行
事

□
多
人
数
で
の
会
食
は
避
け
て

□
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場

　合
は
参
加
し
な
い

●
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
我
が

国
に
お
い
て
も
4
月
7
日
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
群
馬
県
は
5
月
14
日

に
は
解
除
と
な
っ
た
も
の
の
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
引
き
続
き
緊
張
感
を

持
っ
て
保
健
衛
生
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
は
変
わ
り
な

い
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　当
町
で
は
、
国
の
緊
急
事
態
宣

言
を
待
た
ず
、
い
ち
早
く
『
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
』
を

設
置
し
、
情
報
収
集
や
対
応
策
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
予
防
広
報
の
観
点
よ

り
、
防
災
無
線
を
は
じ
め
、
町
が

持
つ
全
て
の
情
報
伝
達
手
段
を
活

用
し
、
町
民
の
皆
様
へ
、
注
意
喚

起
と
感
染
症
拡
大
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
経
済
対

策
と
し
て
既
存
の
小
口
融
資
資
金

制
度
を
活
用
し
、
事
業
者
の
皆
様

へ
の
利
子
補
給
や
保
証
料
免
除
を

実
施
し
た
ほ
か
、
小
・
中
学
生
を

持
つ
ご
家
庭
に
は
、
休
校
に
伴
う

群馬DC特別ツアー（馬山地区）
（関東一を目指すあじさい園と鏑川が
作った河岸段丘ツアー）

世界遺産  荒船風穴（見学者用バスは運休）
歴史館（団体利用不可）
自然史館（団体利用不可）
公民館(貸部屋は当面10人以下)
図書室（30分以内の利用）
活性化センター・公民館西牧分館
(貸部屋は当面10人以下)

問い合わせ施設名（条件等）

●休止継続

教育委員会生涯学習係

商工観光商工観光係
☎82‒2111

保健センター ☎82‒5490

社会体育館
学校体育館
こんにゃく手作り体験道場
かるがも広場

問い合わせ施設名

教育委員会生涯学習係

商工観光課施設整備係

☎82‒2111

☎82‒2111

文化ホール(当面10人以下限定)
サンスポーツランド（当面10人以下、試合不可）
グラウンド（当面10人以下、試合不可）
グラウンドゴルフ場（当面10人以下、試合不可）
交流防災ステーション(当面10人以下限定)
ほたる山公園

事業名 問い合わせ

コロナウイルス感染症防止関連情報
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消
毒

□
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

□
こ
ま
め
に
換
気

□
身
体
的
距
離
の
確
保

□
「
3
密
」
の
回
避

  

（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）

□
毎
朝
で
体
温
測
定
、
健
康

　チ
ェ
ッ
ク
。
発
熱
又
は
風

　邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

　ム
リ
せ
ず
自
宅
で
療
養

●
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
等

□
公
園
は
す
い
た
時
間
、
場
所
を
選

　ぶ
□
筋
ト
レ
や
ヨ
ガ
は
自
宅
で
動
画

　を
活
用

□
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
少
人
数
で

□
す
れ
違
う
と
き
は
距
離
を
と
る

　マ
ナ
ー

□
予
約
制
を
利
用
し
て
ゆ
っ
た
り
と

□
狭
い
部
屋
で
の
長
居
は
無
用

□
歌
や
応
援
は
、
十
分
な
距
離
か

　オ
ン
ラ
イ
ン

●
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
親
族
行
事

□
多
人
数
で
の
会
食
は
避
け
て

□
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場

　合
は
参
加
し
な
い

●
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
我
が

国
に
お
い
て
も
4
月
7
日
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
群
馬
県
は
5
月
14
日

に
は
解
除
と
な
っ
た
も
の
の
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
引
き
続
き
緊
張
感
を

持
っ
て
保
健
衛
生
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
は
変
わ
り
な

い
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　当
町
で
は
、
国
の
緊
急
事
態
宣

言
を
待
た
ず
、
い
ち
早
く
『
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
』
を

設
置
し
、
情
報
収
集
や
対
応
策
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
予
防
広
報
の
観
点
よ

り
、
防
災
無
線
を
は
じ
め
、
町
が

持
つ
全
て
の
情
報
伝
達
手
段
を
活

用
し
、
町
民
の
皆
様
へ
、
注
意
喚

起
と
感
染
症
拡
大
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
経
済
対

策
と
し
て
既
存
の
小
口
融
資
資
金

制
度
を
活
用
し
、
事
業
者
の
皆
様

へ
の
利
子
補
給
や
保
証
料
免
除
を

実
施
し
た
ほ
か
、
小
・
中
学
生
を

持
つ
ご
家
庭
に
は
、
休
校
に
伴
う

群馬DC特別ツアー（馬山地区）
（関東一を目指すあじさい園と鏑川が
作った河岸段丘ツアー）

世界遺産  荒船風穴（見学者用バスは運休）
歴史館（団体利用不可）
自然史館（団体利用不可）
公民館(貸部屋は当面10人以下)
図書室（30分以内の利用）
活性化センター・公民館西牧分館
(貸部屋は当面10人以下)

問い合わせ施設名（条件等）

●休止継続

教育委員会生涯学習係

商工観光商工観光係
☎82‒2111

保健センター ☎82‒5490

社会体育館
学校体育館
こんにゃく手作り体験道場
かるがも広場

問い合わせ施設名

教育委員会生涯学習係

商工観光課施設整備係

☎82‒2111

☎82‒2111

文化ホール(当面10人以下限定)
サンスポーツランド（当面10人以下、試合不可）
グラウンド（当面10人以下、試合不可）
グラウンドゴルフ場（当面10人以下、試合不可）
交流防災ステーション(当面10人以下限定)
ほたる山公園

事業名 問い合わせ

コロナウイルス感染症防止関連情報
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特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

●
提
出
書
類

①
申
請
書

（
町
か
ら
郵
送
さ
れ
た
も
の
）

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
い
ず
れ
か
一

つ
）
の
写
し

③
振
込
先
口
座
の
確
認
が
で
き
る

書
類
（
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）
の
写
し

※
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

６
月
期
の
児
童
手
当

　
６
月
10
日
（
水
）
に
各
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す

る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
等
に
お
け
る
生
活
の

安
定
と
児
童
の
健
全
な
育
成
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

※
申
請
し
な
い
と
手
当
を
受
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
手
当
の
受
給
者

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

●
手
当
の
額

（
児
童
１
人
当
た
り
月
額
）

・
３
歳
未
満
…
一
律
１
５
，
０
０

０
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第

１
子
・
２
子
…
１
０
，
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第

３
子
以
降
…
１
５
，
０
０
０
円

・
中
学
生
…
一
律
１
０
，
０
０
０

円・
受
給
者
の
収
入
が
一
定
額
以
上

の
場
合
…
一
律
５
，
０
０
０
円

●
手
当
の
支
給

　
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
事

由
が
な
く
な
る
月
分
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
２
月
・
６
月
・

10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
現
況
届
の
提
出
は
６
月
中
に
！

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
の

人
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
現
況
届
は
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
届
け
を
行
わ
な
い
と
、
６

月
支
給
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
に
は
、
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
児
童
手
当

（
本
則
給
付
）
を
受
給
す
る
世
帯

に
対
し
臨
時
特
別
の
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

●
対
象
者

令
和
2
年
4
月
分
（
3
月
分
を
含

む
）
の
児
童
手
当
の
受
給
者
の
方

※
特
例
給
付
の
受
給
者
の
方
は
対

象
外
で
す
。

●
金
額

対
象
児
童
1
人
に
つ
き
、
1
万
円

※
対
象
児
童
は
平
成
16
年
4
月
2

日
か
ら
令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
お
子
様
で
す
。

●
申
請
お
よ
び
受
給
に
つ
い
て

◯
下
仁
田
町
か
ら
児
童
手
当
を
支

給
さ
れ
て
い
る
方

　
児
童
手
当
の
支
給
先
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て

申
請
は
不
要
で
す
。

　
児
童
手
当
の
現
況
届
の
通
知
と

併
せ
て
詳
し
い
御
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
児
童
手
当
支
給
先

口
座
を
解
約
し
て
い
る
場
合
や
、

給
付
金
の
支
給
を
希
望
し
な
い
場

合
は
届
出
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

◯
公
務
員
の
方
で
、
所
属
先
か
ら

児
童
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

　
申
請
が
必
要
で
す
。
所
属
庁
の

証
明
済
申
請
書
の
交
付
後
、
振
込

先
金
融
機
関
の
通
帳
（
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
の
写
し
を

添
え
て
、
速
や
か
に
役
場
福
祉
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
送
付
先

〒
３
７
０
―
２
６
０
１

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下

仁
田
6
8
2
番
地

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

善
意
の
紹
介

●
町
政
発
展
の
た
め
の
寄
付

　
品
目
　
金
1
0
0
万
円

　
匿
名
希
望
（
町
内
在
住
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
へ
の
寄
付

　
㈱
T
K
C

　
代
表
取
締
役
社
長
　
飯
塚
真
規 

様

　
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

　
品
目
　
金
1
0
0
万
円

　
第
一
石
鹸
㈱

　
代
表
取
締
役
社
長
　
神
谷
哲
也 

様

　
（
板
倉
町
）

　
品
目
　
自
社
製
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

　
　
　
　
１
ケ
ー
ス
（
12
本
入
り
）

　
　
　
　 

詰
替
用
１
ケ
ー
ス
（
36
袋
）

　
群
馬
県
学
校
生
活
協
同
組
合

　
理
事
長
　
中
野
俊
行 

様

　
（
前
橋
市
）

　
品
目
　
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
４
本

　
富
岡
青
年
会
議
所

　
理
事
長
　
下
山
勇
志 

様

　
（
富
岡
市
）

　
品
目
　
マ
ス
ク
1
0
0
0
枚

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
に
よ
る

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

現
在
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
の
方
宛
に
4
月
末
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

提
出
書
類
を
ご
用
意
の
上
、
出
来

る
だ
け
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
支
給
対
象
者

基
準
日
（
令
和
2
年
4
月
27
日
）
に

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方

●
金
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
　
10
万
円

※
世
帯
主
の
方
に
世
帯
員
分
を
ま

と
め
て
支
給
し
ま
す
。

●
提
出
先

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

（
特
別
定
額
給
付
金
受
付
窓
口
）

（
〒
3
7
0
―
２
６
０
１
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田

6
8
2
番
地
）

●
申
請
期
限

令
和
２
年
７
月
31
日
（
金
）

※
申
請
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

手洗い・うがいを心がけ皆で
感染症予防をしましょう
手洗い・うがいを心がけ皆で
感染症予防をしましょう

書類不備が多く発生しております。
提出前にもう一度ご確認ください。
●本人確認書類の写しは全員必須です。（代理申請（受給）の場
合は世帯主と代理人の両方の本人確認書類が必要です。）
●振込先に水道料金や税金等の引落口座を指定する場合は、
該当欄へのチェックを忘れずにお願いします。
●マイナンバーの通知カードは本人確認に利用できません。
※マイナンバーカード（顔写真入りのカード）は本人確認書類と
して利用できます。顔写真のある面のみコピーをお願いしま
す。

富岡青年会議所様よりマスク1000枚の寄付富岡青年会議所様よりマスク1000枚の寄付

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

広
報しもにた
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特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

●
提
出
書
類

①
申
請
書

（
町
か
ら
郵
送
さ
れ
た
も
の
）

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
い
ず
れ
か
一

つ
）
の
写
し

③
振
込
先
口
座
の
確
認
が
で
き
る

書
類
（
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）
の
写
し

※
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

６
月
期
の
児
童
手
当

　
６
月
10
日
（
水
）
に
各
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す

る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
等
に
お
け
る
生
活
の

安
定
と
児
童
の
健
全
な
育
成
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

※
申
請
し
な
い
と
手
当
を
受
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
手
当
の
受
給
者

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

●
手
当
の
額

（
児
童
１
人
当
た
り
月
額
）

・
３
歳
未
満
…
一
律
１
５
，
０
０

０
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第

１
子
・
２
子
…
１
０
，
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第

３
子
以
降
…
１
５
，
０
０
０
円

・
中
学
生
…
一
律
１
０
，
０
０
０

円・
受
給
者
の
収
入
が
一
定
額
以
上

の
場
合
…
一
律
５
，
０
０
０
円

●
手
当
の
支
給

　
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
事

由
が
な
く
な
る
月
分
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
２
月
・
６
月
・

10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
現
況
届
の
提
出
は
６
月
中
に
！

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
の

人
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
現
況
届
は
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
届
け
を
行
わ
な
い
と
、
６

月
支
給
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
に
は
、
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
児
童
手
当

（
本
則
給
付
）
を
受
給
す
る
世
帯

に
対
し
臨
時
特
別
の
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

●
対
象
者

令
和
2
年
4
月
分
（
3
月
分
を
含

む
）
の
児
童
手
当
の
受
給
者
の
方

※
特
例
給
付
の
受
給
者
の
方
は
対

象
外
で
す
。

●
金
額

対
象
児
童
1
人
に
つ
き
、
1
万
円

※
対
象
児
童
は
平
成
16
年
4
月
2

日
か
ら
令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
お
子
様
で
す
。

●
申
請
お
よ
び
受
給
に
つ
い
て

◯
下
仁
田
町
か
ら
児
童
手
当
を
支

給
さ
れ
て
い
る
方

　
児
童
手
当
の
支
給
先
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て

申
請
は
不
要
で
す
。

　
児
童
手
当
の
現
況
届
の
通
知
と

併
せ
て
詳
し
い
御
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
児
童
手
当
支
給
先

口
座
を
解
約
し
て
い
る
場
合
や
、

給
付
金
の
支
給
を
希
望
し
な
い
場

合
は
届
出
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

◯
公
務
員
の
方
で
、
所
属
先
か
ら

児
童
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

　
申
請
が
必
要
で
す
。
所
属
庁
の

証
明
済
申
請
書
の
交
付
後
、
振
込

先
金
融
機
関
の
通
帳
（
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
の
写
し
を

添
え
て
、
速
や
か
に
役
場
福
祉
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
送
付
先

〒
３
７
０
―
２
６
０
１

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下

仁
田
6
8
2
番
地

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
３

（
直
通
）

善
意
の
紹
介

●
町
政
発
展
の
た
め
の
寄
付

　
品
目
　
金
1
0
0
万
円

　
匿
名
希
望
（
町
内
在
住
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
へ
の
寄
付

　
㈱
T
K
C

　
代
表
取
締
役
社
長
　
飯
塚
真
規 

様

　
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

　
品
目
　
金
1
0
0
万
円

　
第
一
石
鹸
㈱

　
代
表
取
締
役
社
長
　
神
谷
哲
也 

様

　
（
板
倉
町
）

　
品
目
　
自
社
製
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

　
　
　
　
１
ケ
ー
ス
（
12
本
入
り
）

　
　
　
　 

詰
替
用
１
ケ
ー
ス
（
36
袋
）

　
群
馬
県
学
校
生
活
協
同
組
合

　
理
事
長
　
中
野
俊
行 

様

　
（
前
橋
市
）

　
品
目
　
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
４
本

　
富
岡
青
年
会
議
所

　
理
事
長
　
下
山
勇
志 

様

　
（
富
岡
市
）

　
品
目
　
マ
ス
ク
1
0
0
0
枚

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
に
よ
る

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

現
在
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
の
方
宛
に
4
月
末
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

提
出
書
類
を
ご
用
意
の
上
、
出
来

る
だ
け
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
支
給
対
象
者

基
準
日
（
令
和
2
年
4
月
27
日
）
に

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方

●
金
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
　
10
万
円

※
世
帯
主
の
方
に
世
帯
員
分
を
ま

と
め
て
支
給
し
ま
す
。

●
提
出
先

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

（
特
別
定
額
給
付
金
受
付
窓
口
）

（
〒
3
7
0
―
２
６
０
１
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田

6
8
2
番
地
）

●
申
請
期
限

令
和
２
年
７
月
31
日
（
金
）

※
申
請
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

手洗い・うがいを心がけ皆で
感染症予防をしましょう
手洗い・うがいを心がけ皆で
感染症予防をしましょう

書類不備が多く発生しております。
提出前にもう一度ご確認ください。
●本人確認書類の写しは全員必須です。（代理申請（受給）の場
合は世帯主と代理人の両方の本人確認書類が必要です。）
●振込先に水道料金や税金等の引落口座を指定する場合は、
該当欄へのチェックを忘れずにお願いします。
●マイナンバーの通知カードは本人確認に利用できません。
※マイナンバーカード（顔写真入りのカード）は本人確認書類と
して利用できます。顔写真のある面のみコピーをお願いしま
す。

富岡青年会議所様よりマスク1000枚の寄付富岡青年会議所様よりマスク1000枚の寄付

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

広
報しもにた



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

令和元年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金

各種交付金

繰越金

寄附金

その他

25億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　今年度の下半期（令和2年３月３１日現在）の財政状況を公表します。
　一般会計の当初予算額は52億7,800万円でしたが、その後の補正予算（6億
8,086万円）と前年度の繰越事業分（歳入7,087万円）を合わせて３月３１日
の予算現額は60億2,973万円となっております。

歳　入
23億9,713万円
23億9,713万円

令和２年３月31日現在
人口 7,355 人
男 3,642 人
女 3,713 人
世帯数 3,321 戸

8億2,740万円
8億2,498万円

5億5,899万円
3億0,115万円

7億4,320万円
1億1,930万円

4億3,244万円
2億4,029万円
2億3,358万円
2億3,358万円
1億0,303万円
1億0,303万円

1億9,727万円
1億7,295万円

6,001万円
5,933万円

民生費

総務費

衛生費

公債費

災害復旧費

教育費

土木費

農林水産費

消防費

商工費

議会費等
0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円

歳　出
11億5,048万円

10億2,368万円
11億3,193万円

9億0,598万円

4億2,447万円
2億7,640万円

7億9,857万円
7億6,506万円

5億4,472万円
1億9,985万円

6億6,083万円
6億6,077万円

4億4,697万円
3億8,109万円

3億4,931万円
2億1,207万円

3億1,594万円
3億0,116万円

1億2,124万円
1億1,003万円
8,527万円
7,483万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

60億2,973万円
49億1,092万円
81.4%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

602,973万円
485,941万円
80.6%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間（
４月１日～５月３１日）の収入・支出を含
めた令和元年度の決算は、広報しもにた１
１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況

2億5,861万円

※一般会計債のみ

55億7,577万円

新規発行額 償還額

令和元年度中増減見込額
令和元年度末残高

7億4,240万円

0万円

7,195万円

3,023万円

4,561万円

8,934万円

3,674万円

1億3,070万円

0万円

161万円

1億7,743万円

6億3,176万円

0万円

2億5,490万円

1億1,160万円

880万円 4,815万円 2億3,060万円

平成30年度末
残高

2億6,995万円

0万円

5億1,743万円

1億1,819万円

3億7,375万円

5億8,904万円

2億4,532万円

9億9,317万円

0万円

532万円

23億5,296万円

54億6,513万円

0万円

8,370万円

5,320万円

740万円

1億4,120万円

7,150万円

1,010万円

22億8,713万円

0万円

5億2,918万円

1億4,116万円

3億3,554万円

6億4,090万円

2億8,008万円

8億7,257万円

民生債

教育債

諸支出金債

災害復旧債

臨時財政対策債等

合計

区分

総務債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

0万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出

◎一般会計に属する基金の状況

〇上水道事業会計の状況

予算
執行額
予算
執行額

◎特別会計

◎公営企業会計

勘定科目 収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収
入
支
出

給水件数　　3,430件

区分
758,092 円

令和元年度末残高
11億8,252万円

1,465万円
4,872万円

3億4,939万円
7,267万円

区 分
財政調整基金 
減債基金 
ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金 
子育て支援基金 
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画基金 
都市計画区域公共施設等整備基金 
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金 
合計 

基金残額町税負担額 町債残高
112,166 円

248,413 円

322万円

18億 548万円

2億5,339万円
1億5,166万円
2億5,073万円
2億4,214万円

1億 116万円
9,960万円

1億8,255万円
1億7,698万円

2,142万円

203万円
256万円

111万円
1,415万円
454万円
0万円

5,834万円

2,616万円
100万円
300万円

率行執出支率入収
%1.49%7.39
%2.29%4.49
%6.88%0.29
%7.36%7.76

介護保険
浄化槽整備事業

区　　　分
国民健康保険
後期高齢者医療

3,175万円4,983万円 3,374万円
%9.99%9.99ガス事業清算 3億6,306万円3億6,356万円 3億6,306万円

収入済額
9億 283万円
1億3,358万円

予算現額
9億6,314万円
1億4,145万円
14億 158万円

支出済額
9億 607万円
1億3,046万円
12億4,119万円12億8,891万円

245,477 円

1,678,943 円 543,656 円

4億0,767万円
4億7,668万円
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令和元年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金

各種交付金

繰越金

寄附金

その他

25億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　今年度の下半期（令和2年３月３１日現在）の財政状況を公表します。
　一般会計の当初予算額は52億7,800万円でしたが、その後の補正予算（6億
8,086万円）と前年度の繰越事業分（歳入7,087万円）を合わせて３月３１日
の予算現額は60億2,973万円となっております。

歳　入
23億9,713万円
23億9,713万円

令和２年３月31日現在
人口 7,355 人
男 3,642 人
女 3,713 人
世帯数 3,321 戸

8億2,740万円
8億2,498万円

5億5,899万円
3億0,115万円

7億4,320万円
1億1,930万円

4億3,244万円
2億4,029万円
2億3,358万円
2億3,358万円
1億0,303万円
1億0,303万円

1億9,727万円
1億7,295万円

6,001万円
5,933万円

民生費

総務費

衛生費

公債費

災害復旧費

教育費

土木費

農林水産費

消防費

商工費

議会費等
0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円

歳　出
11億5,048万円

10億2,368万円
11億3,193万円

9億0,598万円

4億2,447万円
2億7,640万円

7億9,857万円
7億6,506万円

5億4,472万円
1億9,985万円

6億6,083万円
6億6,077万円

4億4,697万円
3億8,109万円

3億4,931万円
2億1,207万円

3億1,594万円
3億0,116万円

1億2,124万円
1億1,003万円
8,527万円
7,483万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

60億2,973万円
49億1,092万円
81.4%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

602,973万円
485,941万円
80.6%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間（
４月１日～５月３１日）の収入・支出を含
めた令和元年度の決算は、広報しもにた１
１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況

2億5,861万円

※一般会計債のみ

55億7,577万円

新規発行額 償還額

令和元年度中増減見込額
令和元年度末残高

7億4,240万円

0万円

7,195万円

3,023万円

4,561万円

8,934万円

3,674万円

1億3,070万円

0万円

161万円

1億7,743万円

6億3,176万円

0万円

2億5,490万円

1億1,160万円

880万円 4,815万円 2億3,060万円

平成30年度末
残高

2億6,995万円

0万円

5億1,743万円

1億1,819万円

3億7,375万円

5億8,904万円

2億4,532万円

9億9,317万円

0万円

532万円

23億5,296万円

54億6,513万円

0万円

8,370万円

5,320万円

740万円

1億4,120万円

7,150万円

1,010万円

22億8,713万円

0万円

5億2,918万円

1億4,116万円

3億3,554万円

6億4,090万円

2億8,008万円

8億7,257万円

民生債

教育債

諸支出金債

災害復旧債

臨時財政対策債等

合計

区分

総務債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

0万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出

◎一般会計に属する基金の状況

〇上水道事業会計の状況

予算
執行額
予算
執行額

◎特別会計

◎公営企業会計

勘定科目 収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収
入
支
出

給水件数　　3,430件

区分
758,092 円

令和元年度末残高
11億8,252万円

1,465万円
4,872万円

3億4,939万円
7,267万円

区 分
財政調整基金 
減債基金 
ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金 
子育て支援基金 
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画基金 
都市計画区域公共施設等整備基金 
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金 
合計 

基金残額町税負担額 町債残高
112,166 円

248,413 円

322万円

18億 548万円

2億5,339万円
1億5,166万円
2億5,073万円
2億4,214万円

1億 116万円
9,960万円

1億8,255万円
1億7,698万円

2,142万円

203万円
256万円

111万円
1,415万円
454万円
0万円

5,834万円

2,616万円
100万円
300万円

率行執出支率入収
%1.49%7.39
%2.29%4.49
%6.88%0.29
%7.36%7.76

介護保険
浄化槽整備事業

区　　　分
国民健康保険
後期高齢者医療

3,175万円4,983万円 3,374万円
%9.99%9.99ガス事業清算 3億6,306万円3億6,356万円 3億6,306万円

収入済額
9億 283万円
1億3,358万円

予算現額
9億6,314万円
1億4,145万円
14億 158万円

支出済額
9億 607万円
1億3,046万円
12億4,119万円12億8,891万円

245,477 円

1,678,943 円 543,656 円

4億0,767万円
4億7,668万円
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町
で
は
震
災
に
強
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
を

対
象
と
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
耐
震
診
断
で
耐
震
性
が

劣
る
建
物
と
判
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
耐
震
改
修
の
工
事
費
な
ど
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
大
地
震
に
よ
る
被
害
か
ら
尊
い

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め

に
は
住
宅
の
耐
震
化
対
策
が
重
要

で
す
の
で
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
耐
震
診
断
補
助
　

◯
対
象
住
宅
　
下
仁
田
町
内
で
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
２
階
建
て
以
下
の
在
来
軸
組

工
法
で
建
築
し
た
住
宅

◯
募
集
戸
数
　
５
戸
（
先
着
順
）

◯
診
断
費
用
　
無
料

※

診
断
者
の
、
交
通
費
に
つ
い
て

は
申
請
者
が
実
費
を
現
地
調
査
時

に
直
接
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※

診
断
す
る
建
物
の
図
面
が
な
い

場
合
は
別
途
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

◯
申
請
期
間
　
令
和
２
年
９
月
30

日
（
水
）

●
耐
震
改
修
補
助

◯
対
象
住
宅

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
（※

）
が
１
・
０
未
満
と
さ

れ
た
建
物

※

上
部
構
造
評
点
と
は
、
耐
震
診

断
に
お
け
る
建
築
物
の
構
造
の
強

さ
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
、
値
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
地
震
に
強
く
、

１
・
０
以
上
は
、
一
応
倒
壊
し
な

い
建
物

◯
対
象
工
事

　
上
部
構
造
評
点
を
１
・
０
以
上
に

す
る
耐
震
改
修
工
事
で
令
和
３
年
１

月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

◯
申
請
で
き
る
人

　
町
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
を
受

け
て
お
り
、
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

◯
補
助
金
額
　
改
修
工
事
（
耐
震

補
強
設
計
、
工
事
監
理
及
び
耐
震

補
強
工
事
）
に
要
す
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
限
度
額
１
０
０
万

円
）

◯
募
集
戸
数
　
１
戸
（
先
着
順
）

◯
申
請
期
間
　
令
和
２
年
９
月
30

日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
補
助
を
行
い
ま
す

●
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
措
置
が
事
業
主
の
義
務
と

な
り
ま
す
！

○
職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
は

　
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
①
優
越

的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ

て
、
②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、
③
労
働
者
の

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

①
〜
③
ま
で
の
３
つ
の
要
素
を
全
て
満

た
す
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
施
行
日
　
令
和
２
年
６
月
１
日

（
中
小
事
業
主
は
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
は
努
力
義
務
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し

て
母
性
健
康
管
理
措
置
が
適
用
！
（
感
染

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の
措
置
）

◯
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
措
置
に
つ
い
て

　
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
が
、
保
健

指
導
・
健
康
診
査
を
受
け
た
結
果
、

そ
の
作
業
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
の
お
そ

れ
に
関
す
る
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
が

母
体
又
は
胎
児
の
健
康
保
持
に
影
響

が
あ
る
と
し
て
、
主
治
医
や
助
産
師

か
ら
指
導
（
例
：
在
宅
勤
務
・
休

業
）
を
受
け
、
そ
れ
を
事
業
主
に
申

し
出
た
場
合
、
事
業
主
は
、
こ
の
指

導
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
措
置
の

対
象
期
間
は
、
令
和
２
年
５
月
７
日

〜
令
和
３
年
１
月
31
日
で
す
。
詳
し

く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
９

働
く
方
・
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
！

　
下
仁
田
町
で
は
、
臨
時
休
校
と

な
っ
て
い
た
期
間
中
に
お
い
て
も

児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

配
布
し
、
各
家
庭
と
学
校
を
双
方

向
で
結
び
授
業
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
生
活
環
境
の
見
守
り
や
宿

題
配
布
を
実
践
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨
時
休
校
中

I
C
T
を
使
っ
た
授
業
継
続

　合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川

の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策

で
す
の
で
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替

え
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
エ
コ
補
助
金

　
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
槽
か

ら
、
合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
を

し
、
年
度
内
に
使
用
開
始
す
る
場

合
、
下
表
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独

浄
化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
分
担
金
及
び
使
用
料

下
表
の
と
お
り
で
す
。

●
浄
化
槽
設
置
工
事
に
つ
い
て

　
町
が
行
う
工
事
は
、
浄
化
槽
本

体
を
埋
設
す
る
工
事
で
あ
り
人
槽

ご
と
に
基
準
額
が
設
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
5
人
槽
の
工
事
基
準
額

は
1
0
2
万
円
・
7
人
槽
は

1
1
3
・
4
万
円
・
10
人
槽
は

1
3
8
万
円
で
す
。
基
準
額
を
超

過
し
た
場
合
は
個
人
負
担
が
発
生

し
ま
す
。

 

ま
た
、
浄
化
槽
の
上
を
駐
車
場
に

す
る
場
合
や
車
が
往
来
す
る
場

合
、
浄
化
槽
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
通
常
よ
り
も
強
化
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
強
化
分
の
費

用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

 

配
管
部
分
に
関
し
て
は
個
人
負
担

で
す
。

●
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
に
つ
い
て

　
単
独
槽
は
必
要
に
応
じ
、
町
が

撤
去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費

10
万
円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担

で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
、

令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
12
月

28
日
（
月
）
で
す
。

　
な
お
、
申
請
受
付
後
、
書
類
審

査
や
現
地
の
測
量
を
致
し
ま
す
都

合
上
、
申
請
書
提
出
か
ら
工
事
着

工
ま
で
１
ヵ
月
程
度
要
し
ま
す
。

　
早
め
の
計
画
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７
（
直
通
）

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

点検枡点検枡

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

行政情報行政情報
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町
で
は
震
災
に
強
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
を

対
象
と
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
耐
震
診
断
で
耐
震
性
が

劣
る
建
物
と
判
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
耐
震
改
修
の
工
事
費
な
ど
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
大
地
震
に
よ
る
被
害
か
ら
尊
い

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め

に
は
住
宅
の
耐
震
化
対
策
が
重
要

で
す
の
で
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
耐
震
診
断
補
助
　

◯
対
象
住
宅
　
下
仁
田
町
内
で
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
２
階
建
て
以
下
の
在
来
軸
組

工
法
で
建
築
し
た
住
宅

◯
募
集
戸
数
　
５
戸
（
先
着
順
）

◯
診
断
費
用
　
無
料

※

診
断
者
の
、
交
通
費
に
つ
い
て

は
申
請
者
が
実
費
を
現
地
調
査
時

に
直
接
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※

診
断
す
る
建
物
の
図
面
が
な
い

場
合
は
別
途
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

◯
申
請
期
間
　
令
和
２
年
９
月
30

日
（
水
）

●
耐
震
改
修
補
助

◯
対
象
住
宅

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
（※

）
が
１
・
０
未
満
と
さ

れ
た
建
物

※

上
部
構
造
評
点
と
は
、
耐
震
診

断
に
お
け
る
建
築
物
の
構
造
の
強

さ
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
、
値
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
地
震
に
強
く
、

１
・
０
以
上
は
、
一
応
倒
壊
し
な

い
建
物

◯
対
象
工
事

　
上
部
構
造
評
点
を
１
・
０
以
上
に

す
る
耐
震
改
修
工
事
で
令
和
３
年
１

月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

◯
申
請
で
き
る
人

　
町
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
を
受

け
て
お
り
、
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

◯
補
助
金
額
　
改
修
工
事
（
耐
震

補
強
設
計
、
工
事
監
理
及
び
耐
震

補
強
工
事
）
に
要
す
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
限
度
額
１
０
０
万

円
）

◯
募
集
戸
数
　
１
戸
（
先
着
順
）

◯
申
請
期
間
　
令
和
２
年
９
月
30

日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
補
助
を
行
い
ま
す

●
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
措
置
が
事
業
主
の
義
務
と

な
り
ま
す
！

○
職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
は

　
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
①
優
越

的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ

て
、
②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、
③
労
働
者
の

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

①
〜
③
ま
で
の
３
つ
の
要
素
を
全
て
満

た
す
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
施
行
日
　
令
和
２
年
６
月
１
日

（
中
小
事
業
主
は
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
は
努
力
義
務
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し

て
母
性
健
康
管
理
措
置
が
適
用
！
（
感
染

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の
措
置
）

◯
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
措
置
に
つ
い
て

　
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
が
、
保
健

指
導
・
健
康
診
査
を
受
け
た
結
果
、

そ
の
作
業
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
の
お
そ

れ
に
関
す
る
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
が

母
体
又
は
胎
児
の
健
康
保
持
に
影
響

が
あ
る
と
し
て
、
主
治
医
や
助
産
師

か
ら
指
導
（
例
：
在
宅
勤
務
・
休

業
）
を
受
け
、
そ
れ
を
事
業
主
に
申

し
出
た
場
合
、
事
業
主
は
、
こ
の
指

導
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
措
置
の

対
象
期
間
は
、
令
和
２
年
５
月
７
日

〜
令
和
３
年
１
月
31
日
で
す
。
詳
し

く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
９

働
く
方
・
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
！

　
下
仁
田
町
で
は
、
臨
時
休
校
と

な
っ
て
い
た
期
間
中
に
お
い
て
も

児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

配
布
し
、
各
家
庭
と
学
校
を
双
方

向
で
結
び
授
業
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
生
活
環
境
の
見
守
り
や
宿

題
配
布
を
実
践
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨
時
休
校
中

I
C
T
を
使
っ
た
授
業
継
続

　合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川

の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策

で
す
の
で
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替

え
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
エ
コ
補
助
金

　
単
独
浄
化
槽
や
汲
取
り
槽
か

ら
、
合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
を

し
、
年
度
内
に
使
用
開
始
す
る
場

合
、
下
表
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独

浄
化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
分
担
金
及
び
使
用
料

下
表
の
と
お
り
で
す
。

●
浄
化
槽
設
置
工
事
に
つ
い
て

　
町
が
行
う
工
事
は
、
浄
化
槽
本

体
を
埋
設
す
る
工
事
で
あ
り
人
槽

ご
と
に
基
準
額
が
設
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
5
人
槽
の
工
事
基
準
額

は
1
0
2
万
円
・
7
人
槽
は

1
1
3
・
4
万
円
・
10
人
槽
は

1
3
8
万
円
で
す
。
基
準
額
を
超

過
し
た
場
合
は
個
人
負
担
が
発
生

し
ま
す
。

 

ま
た
、
浄
化
槽
の
上
を
駐
車
場
に

す
る
場
合
や
車
が
往
来
す
る
場

合
、
浄
化
槽
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
通
常
よ
り
も
強
化
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
強
化
分
の
費

用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

 

配
管
部
分
に
関
し
て
は
個
人
負
担

で
す
。

●
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
に
つ
い
て

　
単
独
槽
は
必
要
に
応
じ
、
町
が

撤
去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費

10
万
円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担

で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
、

令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
12
月

28
日
（
月
）
で
す
。

　
な
お
、
申
請
受
付
後
、
書
類
審

査
や
現
地
の
測
量
を
致
し
ま
す
都

合
上
、
申
請
書
提
出
か
ら
工
事
着

工
ま
で
１
ヵ
月
程
度
要
し
ま
す
。

　
早
め
の
計
画
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
８
８
０
７
（
直
通
）

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

点検枡点検枡

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

行政情報行政情報
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令和元年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

住民税務課

商工観光課

保健課

合　　　計

2

1

1

4

2

1

0

3 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）

（3）
（４）
（５）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

17
5
22

17
5
22

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉保険課

そ　の　他

合　計

336

20

356

335

20

355

０

０

０

1

０

1

０

０

０

０

０

０

下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
学

校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
は
、
今
年
で

2
年
目
の
取
り
組
み
に
な
り
ま

す
。
下
仁
田
町
に
育
つ
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
、
学
校
と
地

域
の
よ
り
一
層
の
協
働
関
係
づ
く

り
の
た
め
、
今
年
度
も
ご
協
議
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
学
校
運
営
協
議
会
委
員

（
※
敬
称
略
）

氏
名
（
役
職
等
）

廣
瀬
　
英
男
（
区
長
会
長
）

神
戸
　
春
巳
（
民
生
児
童
委
員
会
長
）

神
戸
　
真
（
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会
長
）

里
見
　
悦
子
（
更
生
保
護
女
性
会
長
）

荒
川
　
健
司
（
下
仁
田
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
）

神
戸
　
領
栄
（
下
仁
田
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
）

森
　
悦
志
（
下
仁
田
小
学
校
長
）

永
井
　
尚
寿
（
下
仁
田
中
学
校
長
）

矢
島
　
正
（
元
群
馬
大
学
教
育
学

部
大
学
院
教
育
研
究
科
教
授
）

小
河
原
　
修
（
前
下
仁
田
小
学
校
長
）

並
木
　
将
貴
（
教
育
課
公
民
館
係
長
）

●
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
け
る
子
」
育
成
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
学
校
運
営
協

議
会
で
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
け
る
子
」
育
成
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
町
民
の
皆
様
に
お
配
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
下
仁
田
町
教
育
大
綱
の
「
地
域

に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
未
来
を
拓

く
人
を
育
む
」
と
い
う
基
本
目
標
の

下
、
下
仁
田
町
の
子
供
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う
理

想
像
を
明
確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
「
学
校
が
で
き
る
こ
と
」
「
子
供

た
ち
自
身
が
で
き
る
こ
と
」
「
家
庭

が
で
き
る
こ
と
」
「
地
域
が
で
き
る

こ
と
を
」
を
協
議
し
一
覧
表
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
皆
様
の
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
目
を
通
し
て

い
た
だ
き
、
下
仁
田
町
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」

「
で
き
る
と
き
に
」
お
力
を
お
貸
し

い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学

習
係
　
☎
82―

2
1
1
5

令
和
2
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験
要
綱

●
概
要

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及

び
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業

程
度

●
申
込
方
法
等

※
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
説
明
に
従
い
入
力
す
る
。

○
受
付
期
間

令
和
２
年
６
月
22
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
７
月
１
日
（
水
）
　

﹇
受
信
有
効
﹈

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
】

○
問
い
合
わ
せ
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄

す
る
国
税
局
（
沖
縄
国
税
事
務

所
）

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日

令
和
２
年
９
月
６
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日

令
和
２
年
10
月
14
日
（
水
）
〜
23
日

（
金
）
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合

格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３―

３
５
８
１―

５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
３
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。
）

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
７
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休

日
は
除
く
。
）

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1 4月分 弔慰

支出内容支出日

(令和2年度町長交際費 4月分) (単位:円)

支出区分

4月分　計

支出金額

葬儀生花2件 10,000 

10,000 

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l
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広
報しもにた

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死

で
亡
く
し
た
と
き
、
遺
さ
れ
た
方

が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
悲

し
み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
様
々

な
感
情
を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
気
持
ち
を

周
囲
に
話
す
こ
と
は
難
し
く
、
複

雑
な
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
る

方
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
遺
族
等
が
安
心
し

て
思
い
を
語
れ
る
自
死
遺
族
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
精
神
科
医

師
・
保
健
師
が
お
話
を
う
か
が

い
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た

方
（
家
族
、
婚
約
者
、
親
し
い
友

人
な
ど
）

●
日
時

原
則
、
毎
月
第
１
木
曜
日
午
後
１

時
30
分
か
ら
（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

　事
前
に
群
馬
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内
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令和元年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

住民税務課

商工観光課

保健課

合　　　計

2

1

1

4

2

1

0

3 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）

（3）
（４）
（５）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

17
5
22

17
5
22

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉保険課

そ　の　他

合　計

336

20

356

335

20

355

０

０

０

1

０

1

０

０

０

０

０

０

下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
学

校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
は
、
今
年
で

2
年
目
の
取
り
組
み
に
な
り
ま

す
。
下
仁
田
町
に
育
つ
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
、
学
校
と
地

域
の
よ
り
一
層
の
協
働
関
係
づ
く

り
の
た
め
、
今
年
度
も
ご
協
議
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
学
校
運
営
協
議
会
委
員

（
※
敬
称
略
）

氏
名
（
役
職
等
）

廣
瀬
　
英
男
（
区
長
会
長
）

神
戸
　
春
巳
（
民
生
児
童
委
員
会
長
）

神
戸
　
真
（
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会
長
）

里
見
　
悦
子
（
更
生
保
護
女
性
会
長
）

荒
川
　
健
司
（
下
仁
田
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
）

神
戸
　
領
栄
（
下
仁
田
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
）

森
　
悦
志
（
下
仁
田
小
学
校
長
）

永
井
　
尚
寿
（
下
仁
田
中
学
校
長
）

矢
島
　
正
（
元
群
馬
大
学
教
育
学

部
大
学
院
教
育
研
究
科
教
授
）

小
河
原
　
修
（
前
下
仁
田
小
学
校
長
）

並
木
　
将
貴
（
教
育
課
公
民
館
係
長
）

●
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
け
る
子
」
育
成
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
学
校
運
営
協

議
会
で
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
け
る
子
」
育
成
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
町
民
の
皆
様
に
お
配
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
下
仁
田
町
教
育
大
綱
の
「
地
域

に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
未
来
を
拓

く
人
を
育
む
」
と
い
う
基
本
目
標
の

下
、
下
仁
田
町
の
子
供
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う
理

想
像
を
明
確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
「
学
校
が
で
き
る
こ
と
」
「
子
供

た
ち
自
身
が
で
き
る
こ
と
」
「
家
庭

が
で
き
る
こ
と
」
「
地
域
が
で
き
る

こ
と
を
」
を
協
議
し
一
覧
表
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
皆
様
の
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
目
を
通
し
て

い
た
だ
き
、
下
仁
田
町
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」

「
で
き
る
と
き
に
」
お
力
を
お
貸
し

い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学

習
係
　
☎
82―

2
1
1
5

令
和
2
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験
要
綱

●
概
要

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及

び
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業

程
度

●
申
込
方
法
等

※
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
説
明
に
従
い
入
力
す
る
。

○
受
付
期
間

令
和
２
年
６
月
22
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
７
月
１
日
（
水
）
　

﹇
受
信
有
効
﹈

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
】

○
問
い
合
わ
せ
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄

す
る
国
税
局
（
沖
縄
国
税
事
務

所
）

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日

令
和
２
年
９
月
６
日
（
日
）

第
２
次
試
験
日

令
和
２
年
10
月
14
日
（
水
）
〜
23
日

（
金
）
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合

格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３―

３
５
８
１―

５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
３
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。
）

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
７
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休

日
は
除
く
。
）

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1 4月分 弔慰

支出内容支出日

(令和2年度町長交際費 4月分) (単位:円)

支出区分

4月分　計

支出金額

葬儀生花2件 10,000 

10,000 

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

行政情報行政情報

広
報しもにた

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死

で
亡
く
し
た
と
き
、
遺
さ
れ
た
方

が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
悲

し
み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
様
々

な
感
情
を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
気
持
ち
を

周
囲
に
話
す
こ
と
は
難
し
く
、
複

雑
な
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
る

方
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
遺
族
等
が
安
心
し

て
思
い
を
語
れ
る
自
死
遺
族
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
精
神
科
医

師
・
保
健
師
が
お
話
を
う
か
が

い
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た

方
（
家
族
、
婚
約
者
、
親
し
い
友

人
な
ど
）

●
日
時

原
則
、
毎
月
第
１
木
曜
日
午
後
１

時
30
分
か
ら
（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

　事
前
に
群
馬
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
来
客
や
自
味
自
賛
の
春
万
菜

　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
山
の
ダ
ム
水
面
に
浮
か
ぶ
若
葉
の
山

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
う
る
わ
し
く
目
も
と
口
も
と
ほ
ほ
え
み
て
役
仕
ま
つ
る
老
い
び
な
ま
ぶ
し  

（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
春
清
コ
ロ
ナ
尻
目
の
鳥
達
の
自
然
の
風
に
移
り
気
を 

　
　
　
　
　
　
　（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
日
脚
延
び
夕
暮
迫
る
我
が
住
家
時
鳥
啼
き
募
る
侘
し
さ

　
　
　
　
　

 

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

【
下
仁
田
星
俳
句
会
四
月
句
会
】

■
夕
桜
帰
路
は
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
か
な

　吉
田

　文
子

■
風
の
彩
ひ
か
り
集
め
て
花
辛
夷

　
　
　
　高
田

　ト
ク

■
脅
威
振
る
う
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
花
満
開

　新
井

　笑
子

■
外
出
の
自
粛
の
中
の
桜
か
な

　
　
　
　
　斉
藤

　悦
子

■
ゆ
る
や
か
な
光
り
を
揺
ら
す
朝
桜 

　
　
　

 

須
藤

　禮
子

■
生
き
る
こ
と
日
々
楽
し
め
と
二
輪
草

　
　
　永
井

　波
江

■
春
爛
漫
外
出
自
粛
要
請
中

　
　
　
　
　
　

 

佐
藤
志
げ
子

■
赤
く
照
る
ス
ー
パ
ー
桜
月
夜
か
な

　
　
　
　今
井

　陽
子

4月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

東野圭吾

浅田次郎

知念実希人

早見和真

凪良ゆう

上田秀人

岡本さとる

著者名

藤原緋沙子

工藤ノリコ

アン・ウイットフォード・ポール

書名

クスノキの番人

流人道中記

十字架のカルテ

店長がバカすぎて

流浪の月

高家表裏譚　跡継

熱血一刀流

書名

浄瑠璃長屋春秋記　潮騒

群馬のうまいラーメン 2019～2020

群馬のおいしいパン屋さん

おでかけ群馬2020-21

ノラネコぐんだんシリーズ

どうぶつたちのがっこうって？

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い
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げ
子

■
赤
く
照
る
ス
ー
パ
ー
桜
月
夜
か
な

　
　
　
　今
井

　陽
子

4月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

東野圭吾

浅田次郎

知念実希人

早見和真

凪良ゆう

上田秀人

岡本さとる

著者名

藤原緋沙子

工藤ノリコ

アン・ウイットフォード・ポール

書名

クスノキの番人

流人道中記

十字架のカルテ

店長がバカすぎて

流浪の月

高家表裏譚　跡継

熱血一刀流

書名

浄瑠璃長屋春秋記　潮騒

群馬のうまいラーメン 2019～2020

群馬のおいしいパン屋さん

おでかけ群馬2020-21

ノラネコぐんだんシリーズ

どうぶつたちのがっこうって？

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
は
自
宅
に
て
他
人
と
の
接
触
を
減

ら
す
こ
と
が
最
善
で
す
が
、
た
ま
に
は

外
の
空
気
を
吸
う
こ
と
も
大
事
で
す
。

そ
ん
な
時
に
町
内
散
策
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　
下
仁
田
の
景
色
の
中
に
は
、
い
ろ
ん

な
不
思
議
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
家
の
近
所
を
散
策
し
な
が
ら
、

歩
か
な
く
て
は
気
づ
か
な
い
、
下
仁
田

の
不
思
議
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
散
策
の
お
供
に
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
ま
ち
な
か

コ
ー
ス
編
ー
や
マ
ン
ガ
「
ク
リ
ッ
ペ
探

検
隊
」
を
ご
活
用
下
さ
い
。
（
散
策
の

際
は
三
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
着
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
）

　
６
月
に
予
定
し
て
い
た
「
関
東
一
を

目
指
す
あ
じ
さ
い
園
と
鏑
川
が
作
っ
た

河
岸
段
丘
ツ
ア
ー
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

い
た
し
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
下
仁
田
周
辺
の
自

然
を
中
心
と
し
た
研
究
や
教
育
の
実
践

報
告
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。

　
今
回
発
行
の
５
号
で
は
、
「
農
業
」

「
鉱
山
史
」
、
「
台
風
災
害
の
記
録
」

や
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
の
「
ジ
オ

パ
ー
ク
普
及
活
動
の
記
録
」
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
見
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

景
色
を
見
な
が
ら
町
内
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

景
色
を
見
な
が
ら
町
内
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ツ
ア
ー
中
止
の
お
知
ら
せ

ツ
ア
ー
中
止
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館
研
究
報
告

５
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

下
仁
田
町
自
然
史
館
研
究
報
告

５
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
６
月
は
、
は
ね
こ
し
峡
で
ジ
オ
の
日

の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
20
日
（
土
）

午
前
８
時
か
ら

●
集
合
　
は
ね
こ
し
峡
　
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
は
ね
こ
し
峡
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

注
）
情
勢
を
踏
ま
え
て
開
催
可
否
を
判

断
し
ま
す
。
中
止
の
際
は
防
災
無
線
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

思
ひ
出
は
　
日
に
日
に
遠
く
　
去

り
ゆ
く
も

刻
み
し
記
録
　
永
久
に
残
ら
ん

　
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
学
制

が
発
布
さ
れ
ま
し
て
、
全
国
各
地

に
学
校
が
創
立
し
て
よ
り
１
４
８

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
は
校

舎
の
新
築
が
間
に
合
わ
ず
、
寺
院

や
民
家
を
借
り
受
け
て
急
場
を
し

の
ぎ
ま
し
た
。
学
校
名
は
「
○
○

小
学
校
」
で
は
な
く
、
「
○
○
学

校
」
と
呼
び
ま
し
た
。
現
学
校
区

で
は
、
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）

か
ら
１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
の

間
に
学
校
が
創
立
し
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
各
地
域
の
方
々
の
絶
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
今
日
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。
時

に
は
分
校
と
な
っ
た
り
、
独
立
校

と
な
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
に
戦
後

の
教
育
改
革
に
よ
り
ま
し
て
、
小

学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
Ｐ

思
ひ
出
は
　
日
に
日
に
遠
く
　
去

り
ゆ
く
も

刻
み
し
記
録
　
永
久
に
残
ら
ん

　
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
学
制

が
発
布
さ
れ
ま
し
て
、
全
国
各
地

に
学
校
が
創
立
し
て
よ
り
１
４
８

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
は
校

舎
の
新
築
が
間
に
合
わ
ず
、
寺
院

や
民
家
を
借
り
受
け
て
急
場
を
し

の
ぎ
ま
し
た
。
学
校
名
は
「
○
○

小
学
校
」
で
は
な
く
、
「
○
○
学

校
」
と
呼
び
ま
し
た
。
現
学
校
区

で
は
、
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）

か
ら
１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
の

間
に
学
校
が
創
立
し
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
各
地
域
の
方
々
の
絶
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
今
日
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。
時

に
は
分
校
と
な
っ
た
り
、
独
立
校

と
な
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
に
戦
後

の
教
育
改
革
に
よ
り
ま
し
て
、
小

学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
発
足
し
ま
し
た
が
、
下
仁

田
町
内
で
は
少
し
遅
れ
て
発
足
し

て
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
数
の
急
増
を
し
て
い

た
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
に
は
、

馬
山
小
学
校
・
青
倉
小
学
校
・
土
谷

沢
分
校
・
下
仁
田
小
学
校
・
栗
山
分

校
・
小
坂
小
学
校
・
小
坂
西
分
校
・

小
坂
北
分
校
・
西
牧
小
学
校
・
西
牧

南
分
校
・
西
牧
西
分
校
・
神
津
分

校
・
馬
山
中
学
校
・
青
倉
中
学
校
・

下
仁
田
中
学
校
・
小
坂
中
学
校
・
西

牧
中
学
校
等
で
、
小
学
校
５
校
、
分

校
７
校
、
中
学
校
５
校
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
統
廃
合
を
繰
り
返
し

ま
し
て
、
遂
に
小
・
中
各
１
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

何
年
か
た
ち
ま
す
と
下
仁
田
小
学

校
に
も
複
式
学
級
が
、
中
学
校
も

少
人
数
の
単
学
級
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
今
迄
地
域
の
皆
様
方
に
は
並
々

な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
戴
し

て
き
ま
し
た
が
、
廃
校
と
な
っ
た

Ｔ
Ａ
も
発
足
し
ま
し
た
が
、
下
仁

田
町
内
で
は
少
し
遅
れ
て
発
足
し

て
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
数
の
急
増
を
し
て
い

た
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
に
は
、

馬
山
小
学
校
・
青
倉
小
学
校
・
土
谷

沢
分
校
・
下
仁
田
小
学
校
・
栗
山
分

校
・
小
坂
小
学
校
・
小
坂
西
分
校
・

小
坂
北
分
校
・
西
牧
小
学
校
・
西
牧

南
分
校
・
西
牧
西
分
校
・
神
津
分

校
・
馬
山
中
学
校
・
青
倉
中
学
校
・

下
仁
田
中
学
校
・
小
坂
中
学
校
・
西

牧
中
学
校
等
で
、
小
学
校
５
校
、
分

校
７
校
、
中
学
校
５
校
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
統
廃
合
を
繰
り
返
し

ま
し
て
、
遂
に
小
・
中
各
１
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

何
年
か
た
ち
ま
す
と
下
仁
田
小
学

校
に
も
複
式
学
級
が
、
中
学
校
も

少
人
数
の
単
学
級
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
今
迄
地
域
の
皆
様
方
に
は
並
々

な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
戴
し

て
き
ま
し
た
が
、
廃
校
と
な
っ
た

学
校
も
小
学
校
８
校
、
分
校
３

校
、
中
学
校
１
校
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
跡
地
を
飯
島
富
司
氏
と

共
に
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
記
念

碑
が
多
数
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
学
校
の
沿
革
・
土
地
等
の
ご
寄

附
・
校
歌
・
開
校
記
念
・
閉
校
記

念
・
恩
師
の
顕
彰
碑
等
々
や
、
二
宮

金
次
郎
像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
皆
様
方
の
先
祖
の
お
名
前
も
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
思
ひ
出
は
消
え

去
っ
て
も
、
記
念
碑
は
次
代
へ
と
引

き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
契

機
に
調
べ
た
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　
次
号
よ
り
。

学
校
も
小
学
校
８
校
、
分
校
３

校
、
中
学
校
１
校
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
跡
地
を
飯
島
富
司
氏
と

共
に
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
記
念

碑
が
多
数
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
学
校
の
沿
革
・
土
地
等
の
ご
寄

附
・
校
歌
・
開
校
記
念
・
閉
校
記

念
・
恩
師
の
顕
彰
碑
等
々
や
、
二
宮

金
次
郎
像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
皆
様
方
の
先
祖
の
お
名
前
も
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
思
ひ
出
は
消
え

去
っ
て
も
、
記
念
碑
は
次
代
へ
と
引

き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
契

機
に
調
べ
た
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　
次
号
よ
り
。

里
見
哲
夫

廃
校
跡
の
記
念
碑

廃
校
跡
の
記
念
碑

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ は
ね
こ
し
峡 

” で
す
! !

6
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ は
ね
こ
し
峡 

” で
す
! !

国
民
年
金
付
加
年
金

制
度
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金
の
給
付

を
受
け
る
為
に
国
民
年
金
加
入
者
や
65

歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
者
の
方

は
、
ご
希
望
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付
加
年

金
の
年
金
額
は
２
０
０
円×

付
加
保
険

料
納
付
月
数
で
す
。

【
例
】
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
20
年

（
２
４
０
ヵ
月
）
付
加
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
。

２
０
０
円×

２
４
０
月
＝
４
８
，
０
０

０
円
が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
。

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
方
や
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
加
入
を
ご

希
望
の
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎
年

金
事
務
所
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

と
わ
と
わ

https://w
w
w
.shim

onita-geopark.jp/

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史

「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」が、7月14日(火)から全国で
2種類同時発売されます。」
『この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。』
『サマージャンボは、PCやスマホからもインターネット購入できます!』
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
は
自
宅
に
て
他
人
と
の
接
触
を
減

ら
す
こ
と
が
最
善
で
す
が
、
た
ま
に
は

外
の
空
気
を
吸
う
こ
と
も
大
事
で
す
。

そ
ん
な
時
に
町
内
散
策
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　
下
仁
田
の
景
色
の
中
に
は
、
い
ろ
ん

な
不
思
議
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
家
の
近
所
を
散
策
し
な
が
ら
、

歩
か
な
く
て
は
気
づ
か
な
い
、
下
仁
田

の
不
思
議
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
散
策
の
お
供
に
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
ま
ち
な
か

コ
ー
ス
編
ー
や
マ
ン
ガ
「
ク
リ
ッ
ペ
探

検
隊
」
を
ご
活
用
下
さ
い
。
（
散
策
の

際
は
三
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
着
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
）

　
６
月
に
予
定
し
て
い
た
「
関
東
一
を

目
指
す
あ
じ
さ
い
園
と
鏑
川
が
作
っ
た

河
岸
段
丘
ツ
ア
ー
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

い
た
し
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
下
仁
田
周
辺
の
自

然
を
中
心
と
し
た
研
究
や
教
育
の
実
践

報
告
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。

　
今
回
発
行
の
５
号
で
は
、
「
農
業
」

「
鉱
山
史
」
、
「
台
風
災
害
の
記
録
」

や
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
の
「
ジ
オ

パ
ー
ク
普
及
活
動
の
記
録
」
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
見
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

景
色
を
見
な
が
ら
町
内
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

景
色
を
見
な
が
ら
町
内
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ツ
ア
ー
中
止
の
お
知
ら
せ

ツ
ア
ー
中
止
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館
研
究
報
告

５
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

下
仁
田
町
自
然
史
館
研
究
報
告

５
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
６
月
は
、
は
ね
こ
し
峡
で
ジ
オ
の
日

の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
20
日
（
土
）

午
前
８
時
か
ら

●
集
合
　
は
ね
こ
し
峡
　
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
は
ね
こ
し
峡
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

注
）
情
勢
を
踏
ま
え
て
開
催
可
否
を
判

断
し
ま
す
。
中
止
の
際
は
防
災
無
線
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

思
ひ
出
は
　
日
に
日
に
遠
く
　
去

り
ゆ
く
も

刻
み
し
記
録
　
永
久
に
残
ら
ん

　
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
学
制

が
発
布
さ
れ
ま
し
て
、
全
国
各
地

に
学
校
が
創
立
し
て
よ
り
１
４
８

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
は
校

舎
の
新
築
が
間
に
合
わ
ず
、
寺
院

や
民
家
を
借
り
受
け
て
急
場
を
し

の
ぎ
ま
し
た
。
学
校
名
は
「
○
○

小
学
校
」
で
は
な
く
、
「
○
○
学

校
」
と
呼
び
ま
し
た
。
現
学
校
区

で
は
、
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）

か
ら
１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
の

間
に
学
校
が
創
立
し
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
各
地
域
の
方
々
の
絶
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
今
日
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。
時

に
は
分
校
と
な
っ
た
り
、
独
立
校

と
な
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
に
戦
後

の
教
育
改
革
に
よ
り
ま
し
て
、
小

学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
Ｐ

思
ひ
出
は
　
日
に
日
に
遠
く
　
去

り
ゆ
く
も

刻
み
し
記
録
　
永
久
に
残
ら
ん

　
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
学
制

が
発
布
さ
れ
ま
し
て
、
全
国
各
地

に
学
校
が
創
立
し
て
よ
り
１
４
８

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
は
校

舎
の
新
築
が
間
に
合
わ
ず
、
寺
院

や
民
家
を
借
り
受
け
て
急
場
を
し

の
ぎ
ま
し
た
。
学
校
名
は
「
○
○

小
学
校
」
で
は
な
く
、
「
○
○
学

校
」
と
呼
び
ま
し
た
。
現
学
校
区

で
は
、
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）

か
ら
１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
の

間
に
学
校
が
創
立
し
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
各
地
域
の
方
々
の
絶
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
今
日
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。
時

に
は
分
校
と
な
っ
た
り
、
独
立
校

と
な
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
に
戦
後

の
教
育
改
革
に
よ
り
ま
し
て
、
小

学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
発
足
し
ま
し
た
が
、
下
仁

田
町
内
で
は
少
し
遅
れ
て
発
足
し

て
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
数
の
急
増
を
し
て
い

た
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
に
は
、

馬
山
小
学
校
・
青
倉
小
学
校
・
土
谷

沢
分
校
・
下
仁
田
小
学
校
・
栗
山
分

校
・
小
坂
小
学
校
・
小
坂
西
分
校
・

小
坂
北
分
校
・
西
牧
小
学
校
・
西
牧

南
分
校
・
西
牧
西
分
校
・
神
津
分

校
・
馬
山
中
学
校
・
青
倉
中
学
校
・

下
仁
田
中
学
校
・
小
坂
中
学
校
・
西

牧
中
学
校
等
で
、
小
学
校
５
校
、
分

校
７
校
、
中
学
校
５
校
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
統
廃
合
を
繰
り
返
し

ま
し
て
、
遂
に
小
・
中
各
１
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

何
年
か
た
ち
ま
す
と
下
仁
田
小
学

校
に
も
複
式
学
級
が
、
中
学
校
も

少
人
数
の
単
学
級
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
今
迄
地
域
の
皆
様
方
に
は
並
々

な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
戴
し

て
き
ま
し
た
が
、
廃
校
と
な
っ
た

Ｔ
Ａ
も
発
足
し
ま
し
た
が
、
下
仁

田
町
内
で
は
少
し
遅
れ
て
発
足
し

て
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
数
の
急
増
を
し
て
い

た
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
に
は
、

馬
山
小
学
校
・
青
倉
小
学
校
・
土
谷

沢
分
校
・
下
仁
田
小
学
校
・
栗
山
分

校
・
小
坂
小
学
校
・
小
坂
西
分
校
・

小
坂
北
分
校
・
西
牧
小
学
校
・
西
牧

南
分
校
・
西
牧
西
分
校
・
神
津
分

校
・
馬
山
中
学
校
・
青
倉
中
学
校
・

下
仁
田
中
学
校
・
小
坂
中
学
校
・
西

牧
中
学
校
等
で
、
小
学
校
５
校
、
分

校
７
校
、
中
学
校
５
校
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
統
廃
合
を
繰
り
返
し

ま
し
て
、
遂
に
小
・
中
各
１
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

何
年
か
た
ち
ま
す
と
下
仁
田
小
学

校
に
も
複
式
学
級
が
、
中
学
校
も

少
人
数
の
単
学
級
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
今
迄
地
域
の
皆
様
方
に
は
並
々

な
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
戴
し

て
き
ま
し
た
が
、
廃
校
と
な
っ
た

学
校
も
小
学
校
８
校
、
分
校
３

校
、
中
学
校
１
校
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
跡
地
を
飯
島
富
司
氏
と

共
に
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
記
念

碑
が
多
数
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
学
校
の
沿
革
・
土
地
等
の
ご
寄

附
・
校
歌
・
開
校
記
念
・
閉
校
記

念
・
恩
師
の
顕
彰
碑
等
々
や
、
二
宮

金
次
郎
像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
皆
様
方
の
先
祖
の
お
名
前
も
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
思
ひ
出
は
消
え

去
っ
て
も
、
記
念
碑
は
次
代
へ
と
引

き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
契

機
に
調
べ
た
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　
次
号
よ
り
。

学
校
も
小
学
校
８
校
、
分
校
３

校
、
中
学
校
１
校
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
跡
地
を
飯
島
富
司
氏
と

共
に
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
記
念

碑
が
多
数
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
学
校
の
沿
革
・
土
地
等
の
ご
寄

附
・
校
歌
・
開
校
記
念
・
閉
校
記

念
・
恩
師
の
顕
彰
碑
等
々
や
、
二
宮

金
次
郎
像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
皆
様
方
の
先
祖
の
お
名
前
も
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
思
ひ
出
は
消
え

去
っ
て
も
、
記
念
碑
は
次
代
へ
と
引

き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
契

機
に
調
べ
た
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　
次
号
よ
り
。

里
見
哲
夫

廃
校
跡
の
記
念
碑

廃
校
跡
の
記
念
碑

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ は
ね
こ
し
峡 

” で
す
! !

6
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ は
ね
こ
し
峡 

” で
す
! !

国
民
年
金
付
加
年
金

制
度
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金
の
給
付

を
受
け
る
為
に
国
民
年
金
加
入
者
や
65

歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
者
の
方

は
、
ご
希
望
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付
加
年

金
の
年
金
額
は
２
０
０
円×

付
加
保
険

料
納
付
月
数
で
す
。

【
例
】
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
20
年

（
２
４
０
ヵ
月
）
付
加
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
。

２
０
０
円×

２
４
０
月
＝
４
８
，
０
０

０
円
が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
。

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
方
や
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
加
入
を
ご

希
望
の
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎
年

金
事
務
所
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

と
わ
と
わ

https://w
w
w
.shim

onita-geopark.jp/

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史

「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」が、7月14日(火)から全国で
2種類同時発売されます。」
『この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。』
『サマージャンボは、PCやスマホからもインターネット購入できます!』
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令
和
元
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
元
年
度
の
も
の
で

す
。

　
私
は
、教
科
書
や
新
聞
、ニュ
ー
ス
な
ど
に
出
て
く
る

「
人
権
」と
は
、半
分
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、半
分
は
ど

ん
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
言
葉
と
し
て
は
、た
び
た
び
目
に
す
る
も
の
の
、実
体

の
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
の「
人
権
」と
い
う
言
葉
を
自
分

な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず「
人
権
」と
は
ど
ん
な
言
葉
か
と
調
べ
て
み
る
と
、

「
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
の
権

利
」で
あ
り
、「
人
間
が
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、平
等
に
扱
わ
れ
、自
ら
の
意
志
に
従
っ
て
自
由

に
生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
権
利
で
あ
る
」と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
字
と
し
て
眺
め
て
み
る
と
、私
や
私
を
取
り
巻
く

社
会
と
は
ほ
ど
遠
く
、全
く
別
の
時
代
の
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　
で
す
が
、こ
の「
人
権
」に
つい
て
、家
族
と
話
を
し
て
み

る
と
、人
権
が
遠
い
世
界
の
話
で
は
な
く
、実
は
私
達
の

ご
く
身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
れ
は「
人
権
」と
い
う
言
葉
、そ
し
て
そ
の
人
権
を

「
尊
重
す
る
」と
い
う
考
え
方
が
、ど
う
し
て
で
き
た
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
そ
の
理
由
が
分
か
って
き

ま
し
た
。

　「
人
権
」と
い
う
言
葉
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
以
前
は
、人
権（
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
って
い

る
人
間
と
し
て
の
権
利
）と
い
う
考
え
方
が
、そ
も
そ
も

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て「
人
権
の
尊
重
」と

い
う
言
葉
が
大
切
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
以
前

に
は
、尊
重
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。

　
日
本
で
は
明
治
時
代
に
な
る
ま
で
は
身
分
や
職
業
に

よ
り
、格
差
や
差
別
が
あ
り
平
等
な
社
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。今
の
時
代
の
よ
う
に
、勉
強
や
運
動
を
個

人
の
努
力
で
が
ん
ば
る
こ
と
で
、人
生
の
選
択
が
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、職
業
を
選
ぶ
自
由
も
な
く
、ま
し
て
や

勉
強
や
運
動
を
す
る
環
境
や
考
え
方
も
な
か
っ
た
の
で

す
。も
ち
ろ
ん
、経
済
的
な
余
裕
も
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、元
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、

豊
か
な
人
々
と
貧
し
い
人
々
が
存
在
し
、貴
族
の
よ
う
に

裕
福
で
何
で
も
手
に
入
る
立
場
の
人
も
い
れ
ば
、夢
や
希

望
を
持
つ
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
立
場
の
人
々
も
い
た

よ
う
で
す
。

　
で
は
、日
本
や
海
外
で
も
続
い
て
い
た
こ
の
不
平
等
な

世
の
中
を
な
ぜ
、今
の
よ
う
な
人
権
を
尊
重
す
る
社
会

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は

り
、経
済
力
が
あ
る
か
ど
う
か
や
、身
分
や
職
業
の
違
い
、

肌
の
色
の
違
い
は
関
係
な
く
、世
の
中
を
形
作
る一人
一人

の
人
間
が
声
を
上
げ
、問
題
提
起
し
、一つ一つ
矛
盾
や
問

題
点
を
克
服
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昔
は
、武
器
を
手
に
取
っ
て
、力
ず
く
で
行
動
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
が
す
べ
て
正
し
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、そ
の
結
果
、今
、私
達
が
個
人
の

努
力
に
よ
り
、自
分
の
職
業
や
生
き
方
を
選
べ
る
よ
う
に

な
り
、よ
り
豊
か
な
人
生
を
歩
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
、私
達
に
で
き
る
こ
と
は
よ
り
一層
、個
人
の
持
つ
個

性
や
生
き
方
が
認
め
ら
れ
る
時
代
に
な
る
よ
う
、行
動

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
生
で
あ
る
私
達
の
で
き
る
こ
と
は
、ク
ラ
ス
の
仲

間
や
地
域
で
関
わ
る
人
た
ち
に
対
し
、相
手
の
立
場
や

気
持
ち
、環
境
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、お
互
い
が
認
め
合
え
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

　
お
互
い
を
認
め
合
う
と
い
う
こ
と
は
、相
手
を
思
い
や

る
こ
と
に
な
り
、そ
の
思
い
は
、自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
も
う
一
度
、こ
の
基
本
的
な
権
利
で
あ
る

「
人
権
の
尊
重
」が
、た
だ
空
か
ら
降
って
き
た
も
の
で
は

な
く
、私
た
ち
の
先
輩
が
命
を
か
け
て
勝
ち
取
って
き
た

「
宝
物
」だ
と
思
い
、大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。そ
し
て
私
た
ち
の
使
命
は
、こ
の
大
切
な
権
利

を
次
の
世
代
の
人
達
に
よ
り
豊
か
で一人
一人
に
寄
り
添

う「
宝
物
」と
し
て
、引
き
継
い
で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

作文
最優秀賞

人
権
と
は

下
仁
田
中
学
校
　
一年
　
　
神
戸
　
愛
里

か
ん
べ

う
え
は
ら

おかだ

かんべ ひな

まりあ

あ
い
り

作文
最優秀賞

思
い
や
り

下
仁
田
小
学
校
　
四
年
　
上
原
　
ゆ
ず
か

　
人
権
と
は
、人
が
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
け
ん
り
で
す
。

私
は
、こ
の
こ
と
を
校
長
先
生
の
話
で
知
り
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
は
、話
の
中
で一番
最
初
に一枚
の
絵
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、「
こ
の
絵
、何
に
見
え
ま
す

か
？
」と
み
ん
な
に
聞
き
ま
し
た
。私
は
す
ぐ
に
、「
若
い

女
の
人
。」と
言
お
う
と
し
ま
し
た
が
、「
お
ば
あ
さ
ん
。」

と
言
っ
た
人
が
い
た
の
で
す
。私
は
、と
て
も
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、私
に
は
若
い
女
の
人
に
し
か
見

え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。校
長
先
生
は
、「
思
い
こ
み
で
、友

達
を
は
ん
だ
ん
し
て
は
い
け
な
い
よ
。」と
言
い
ま
し
た
。

私
は
、そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
の
話
を
聞
い
た
あ
と
に
、「
負
け
る
な
！
千

太
」と
い
う
ビ
デ
オ
を
授
業
で
見
ま
し
た
。そ
の
話
に
は
、

心
の
中
に
住
む「
い
じ
め
虫
」が
出
て
き
ま
す
。い
じ
め
虫

は
、い
じ
め
を
す
る
と
優
し
い
気
持
ち
を
食
いつ
ぶ
し
て
し

ま
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は
、人
の
心
の
中
に「
い
じ
め
虫
」は

い
る
と
思
い
ま
す
か
？
私
は
、全
員
の
心
の
中
に「
い
じ
め

虫
」が
い
る
と
思
い
ま
す
。い
じ
め
虫
が
た
く
さ
ん
い
る

人
、少
な
い
人
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

い
じ
め
虫
が
た
く
さ
ん
い
る
人
は
と
て
も
い
じ
わ
る
な
人

で
、少
な
い
人
は
や
さ
し
い
心
の
持
ち
主
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
心
の
中
に
は
、い
じ
め
虫
は
何
び
き
い
る
の
で
し
ょ

う
。私
は
、少
な
い
方
が
いい
け
れ
ど
、時
々
友
達
に
い
じ
わ

る
を
し
て
し
ま
う
の
で
、き
っ
と
二
ひ
き
ぐ
ら
い
は
い
る
と

思
い
ま
す
。い
じ
め
虫
を
ふ
や
さ
な
い
た
め
に
、い
じ
め
を

し
な
い
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
よ
う
に
毎
日
努
力
し

た
い
で
す
。

　
私
は
二
年
生
の
時
に
自
分
が
い
や
な
言
葉
を
言
わ
れ

て
、泣
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
、私
は
い
や
で
い

や
で
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。で
も
、言
って

い
た
人
達
は
、と
て
も
軽
い
気
持
ち
で
言
って
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。い
や
な
言
葉
を
言
わ
れ
た
最
初
の
日
は
、い

や
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、日
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
い

や
な
気
持
ち
は
ど
ん
ど
ん
ふ
え
る
ば
か
り
で
、へ
る
見
こ
み

は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、毎

日
毎
日
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。最
初
の一週
間
は
、言

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
家
で
か
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
も
、二
週
間
が
た
っ
た
こ
ろ
か
ら
、か
く
す
こ
と
が
む
ず

か
し
く
な
り
始
め
ま
し
た
。そ
の
理
由
は
、そ
の
こ
と
を

考
え
る
と
な
み
だ
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。結

局
、か
く
し
通
す
こ
と
は
で
き
ず
に
母
に
相
談
し
ま
し

た
。す
る
と
、母
が
学
校
へ
読
み
聞
か
せ
に
来
た
と
き
に
、

下
仁
田
広
報
に
のって
い
た
人
権
作
文
を
読
ん
で
く
れ
ま

し
た
。い
や
な
言
葉
を
言
っ
た
人
た
ち
は
そ
の
作
文
を
聞

い
て
、自
分
た
ち
の
言
って
い
た
言
葉
が
、私
に
と
って
の
い

や
な
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、あ
や
ま
って
く

れ
ま
し
た
。

　
私
は
、こ
ん
な
に
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
経
験
を
自
分

以
外
の
人
に
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。も
し
か
し
た

ら
、私
も
友
達
が
き
ず
つ
く
よ
う
な
言
葉
を
言
っ
て
し

ま
って
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。友
達
だ
け
で
は
な
く
て
、

親
に
いって
し
ま
って
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、私
は

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、私
が
軽
い
気
持

ち
で
言
って
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。一度
言
葉
を
話
し

た
ら
、そ
の
言
葉
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。だ

か
ら
、そ
の
言
葉
が
友
達
の
い
や
な
言
葉
で
あ
っ
た
ら
、そ

の
言
葉
は
友
達
の
心
に
ず
っ
と
残
り
ま
す
。

　
人
の
心
は
、人
の
気
持
ち
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。人
の

気
持
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
て
、自
分
は
軽
い
気
持
ち
で

も
、言
わ
れ
た
人
が
き
ず
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。私
は
、

友
達
を
き
ず
つ
け
な
い
よ
う
に
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
言
葉
を
選
ぼ
う
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、自

分
も
友
達
も
、楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

人権ポスター
最優秀賞

下仁田中学校1年　岡田　真理愛
「みんなの人権」

みとめあう　
　　みんなちがって　
　　　　　　　あたりまえ

下仁田小学校　1年　　神戸　陽梛

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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令
和
元
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
元
年
度
の
も
の
で

す
。

　
私
は
、教
科
書
や
新
聞
、ニュ
ー
ス
な
ど
に
出
て
く
る

「
人
権
」と
は
、半
分
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、半
分
は
ど

ん
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
言
葉
と
し
て
は
、た
び
た
び
目
に
す
る
も
の
の
、実
体

の
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
の「
人
権
」と
い
う
言
葉
を
自
分

な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず「
人
権
」と
は
ど
ん
な
言
葉
か
と
調
べ
て
み
る
と
、

「
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
の
権

利
」で
あ
り
、「
人
間
が
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、平
等
に
扱
わ
れ
、自
ら
の
意
志
に
従
っ
て
自
由

に
生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
権
利
で
あ
る
」と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
字
と
し
て
眺
め
て
み
る
と
、私
や
私
を
取
り
巻
く

社
会
と
は
ほ
ど
遠
く
、全
く
別
の
時
代
の
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　
で
す
が
、こ
の「
人
権
」に
つい
て
、家
族
と
話
を
し
て
み

る
と
、人
権
が
遠
い
世
界
の
話
で
は
な
く
、実
は
私
達
の

ご
く
身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
れ
は「
人
権
」と
い
う
言
葉
、そ
し
て
そ
の
人
権
を

「
尊
重
す
る
」と
い
う
考
え
方
が
、ど
う
し
て
で
き
た
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
そ
の
理
由
が
分
か
って
き

ま
し
た
。

　「
人
権
」と
い
う
言
葉
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
以
前
は
、人
権（
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
って
い

る
人
間
と
し
て
の
権
利
）と
い
う
考
え
方
が
、そ
も
そ
も

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て「
人
権
の
尊
重
」と

い
う
言
葉
が
大
切
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
以
前

に
は
、尊
重
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。

　
日
本
で
は
明
治
時
代
に
な
る
ま
で
は
身
分
や
職
業
に

よ
り
、格
差
や
差
別
が
あ
り
平
等
な
社
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。今
の
時
代
の
よ
う
に
、勉
強
や
運
動
を
個

人
の
努
力
で
が
ん
ば
る
こ
と
で
、人
生
の
選
択
が
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、職
業
を
選
ぶ
自
由
も
な
く
、ま
し
て
や

勉
強
や
運
動
を
す
る
環
境
や
考
え
方
も
な
か
っ
た
の
で

す
。も
ち
ろ
ん
、経
済
的
な
余
裕
も
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、元
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、

豊
か
な
人
々
と
貧
し
い
人
々
が
存
在
し
、貴
族
の
よ
う
に

裕
福
で
何
で
も
手
に
入
る
立
場
の
人
も
い
れ
ば
、夢
や
希

望
を
持
つ
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
立
場
の
人
々
も
い
た

よ
う
で
す
。

　
で
は
、日
本
や
海
外
で
も
続
い
て
い
た
こ
の
不
平
等
な

世
の
中
を
な
ぜ
、今
の
よ
う
な
人
権
を
尊
重
す
る
社
会

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
や
は

り
、経
済
力
が
あ
る
か
ど
う
か
や
、身
分
や
職
業
の
違
い
、

肌
の
色
の
違
い
は
関
係
な
く
、世
の
中
を
形
作
る一人
一人

の
人
間
が
声
を
上
げ
、問
題
提
起
し
、一つ一つ
矛
盾
や
問

題
点
を
克
服
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昔
は
、武
器
を
手
に
取
っ
て
、力
ず
く
で
行
動
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
が
す
べ
て
正
し
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、そ
の
結
果
、今
、私
達
が
個
人
の

努
力
に
よ
り
、自
分
の
職
業
や
生
き
方
を
選
べ
る
よ
う
に

な
り
、よ
り
豊
か
な
人
生
を
歩
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
今
、私
達
に
で
き
る
こ
と
は
よ
り
一層
、個
人
の
持
つ
個

性
や
生
き
方
が
認
め
ら
れ
る
時
代
に
な
る
よ
う
、行
動

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
生
で
あ
る
私
達
の
で
き
る
こ
と
は
、ク
ラ
ス
の
仲

間
や
地
域
で
関
わ
る
人
た
ち
に
対
し
、相
手
の
立
場
や

気
持
ち
、環
境
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、お
互
い
が
認
め
合
え
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

　
お
互
い
を
認
め
合
う
と
い
う
こ
と
は
、相
手
を
思
い
や

る
こ
と
に
な
り
、そ
の
思
い
は
、自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
も
う
一
度
、こ
の
基
本
的
な
権
利
で
あ
る

「
人
権
の
尊
重
」が
、た
だ
空
か
ら
降
って
き
た
も
の
で
は

な
く
、私
た
ち
の
先
輩
が
命
を
か
け
て
勝
ち
取
って
き
た

「
宝
物
」だ
と
思
い
、大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。そ
し
て
私
た
ち
の
使
命
は
、こ
の
大
切
な
権
利

を
次
の
世
代
の
人
達
に
よ
り
豊
か
で一人
一人
に
寄
り
添

う「
宝
物
」と
し
て
、引
き
継
い
で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

作文
最優秀賞

人
権
と
は

下
仁
田
中
学
校
　
一年
　
　
神
戸
　
愛
里

か
ん
べ

う
え
は
ら

おかだ

かんべ ひな

まりあ

あ
い
り

作文
最優秀賞

思
い
や
り

下
仁
田
小
学
校
　
四
年
　
上
原
　
ゆ
ず
か

　
人
権
と
は
、人
が
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
け
ん
り
で
す
。

私
は
、こ
の
こ
と
を
校
長
先
生
の
話
で
知
り
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
は
、話
の
中
で一番
最
初
に一枚
の
絵
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、「
こ
の
絵
、何
に
見
え
ま
す

か
？
」と
み
ん
な
に
聞
き
ま
し
た
。私
は
す
ぐ
に
、「
若
い

女
の
人
。」と
言
お
う
と
し
ま
し
た
が
、「
お
ば
あ
さ
ん
。」

と
言
っ
た
人
が
い
た
の
で
す
。私
は
、と
て
も
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、私
に
は
若
い
女
の
人
に
し
か
見

え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。校
長
先
生
は
、「
思
い
こ
み
で
、友

達
を
は
ん
だ
ん
し
て
は
い
け
な
い
よ
。」と
言
い
ま
し
た
。

私
は
、そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
の
話
を
聞
い
た
あ
と
に
、「
負
け
る
な
！
千

太
」と
い
う
ビ
デ
オ
を
授
業
で
見
ま
し
た
。そ
の
話
に
は
、

心
の
中
に
住
む「
い
じ
め
虫
」が
出
て
き
ま
す
。い
じ
め
虫

は
、い
じ
め
を
す
る
と
優
し
い
気
持
ち
を
食
いつ
ぶ
し
て
し

ま
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は
、人
の
心
の
中
に「
い
じ
め
虫
」は

い
る
と
思
い
ま
す
か
？
私
は
、全
員
の
心
の
中
に「
い
じ
め

虫
」が
い
る
と
思
い
ま
す
。い
じ
め
虫
が
た
く
さ
ん
い
る

人
、少
な
い
人
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

い
じ
め
虫
が
た
く
さ
ん
い
る
人
は
と
て
も
い
じ
わ
る
な
人

で
、少
な
い
人
は
や
さ
し
い
心
の
持
ち
主
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
心
の
中
に
は
、い
じ
め
虫
は
何
び
き
い
る
の
で
し
ょ

う
。私
は
、少
な
い
方
が
いい
け
れ
ど
、時
々
友
達
に
い
じ
わ

る
を
し
て
し
ま
う
の
で
、き
っ
と
二
ひ
き
ぐ
ら
い
は
い
る
と

思
い
ま
す
。い
じ
め
虫
を
ふ
や
さ
な
い
た
め
に
、い
じ
め
を

し
な
い
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
よ
う
に
毎
日
努
力
し

た
い
で
す
。

　
私
は
二
年
生
の
時
に
自
分
が
い
や
な
言
葉
を
言
わ
れ

て
、泣
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
、私
は
い
や
で
い

や
で
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。で
も
、言
って

い
た
人
達
は
、と
て
も
軽
い
気
持
ち
で
言
って
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。い
や
な
言
葉
を
言
わ
れ
た
最
初
の
日
は
、い

や
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、日
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
い

や
な
気
持
ち
は
ど
ん
ど
ん
ふ
え
る
ば
か
り
で
、へ
る
見
こ
み

は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、毎

日
毎
日
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。最
初
の一週
間
は
、言

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
家
で
か
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
も
、二
週
間
が
た
っ
た
こ
ろ
か
ら
、か
く
す
こ
と
が
む
ず

か
し
く
な
り
始
め
ま
し
た
。そ
の
理
由
は
、そ
の
こ
と
を

考
え
る
と
な
み
だ
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。結

局
、か
く
し
通
す
こ
と
は
で
き
ず
に
母
に
相
談
し
ま
し

た
。す
る
と
、母
が
学
校
へ
読
み
聞
か
せ
に
来
た
と
き
に
、

下
仁
田
広
報
に
のって
い
た
人
権
作
文
を
読
ん
で
く
れ
ま

し
た
。い
や
な
言
葉
を
言
っ
た
人
た
ち
は
そ
の
作
文
を
聞

い
て
、自
分
た
ち
の
言
って
い
た
言
葉
が
、私
に
と
って
の
い

や
な
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、あ
や
ま
って
く

れ
ま
し
た
。

　
私
は
、こ
ん
な
に
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
経
験
を
自
分

以
外
の
人
に
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。も
し
か
し
た

ら
、私
も
友
達
が
き
ず
つ
く
よ
う
な
言
葉
を
言
っ
て
し

ま
って
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。友
達
だ
け
で
は
な
く
て
、

親
に
いって
し
ま
って
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、私
は

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、私
が
軽
い
気
持

ち
で
言
って
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。一度
言
葉
を
話
し

た
ら
、そ
の
言
葉
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。だ

か
ら
、そ
の
言
葉
が
友
達
の
い
や
な
言
葉
で
あ
っ
た
ら
、そ

の
言
葉
は
友
達
の
心
に
ず
っ
と
残
り
ま
す
。

　
人
の
心
は
、人
の
気
持
ち
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。人
の

気
持
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
て
、自
分
は
軽
い
気
持
ち
で

も
、言
わ
れ
た
人
が
き
ず
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。私
は
、

友
達
を
き
ず
つ
け
な
い
よ
う
に
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
言
葉
を
選
ぼ
う
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、自

分
も
友
達
も
、楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

人権ポスター
最優秀賞

下仁田中学校1年　岡田　真理愛
「みんなの人権」

みとめあう　
　　みんなちがって　
　　　　　　　あたりまえ

下仁田小学校　1年　　神戸　陽梛

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
２
年
秋
の
優
良

自
動
車
運
転
者
表
彰
申
請

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

実
態
調
査（
ひ
と
り
暮
ら
し・

ふ
た
り
暮
ら
し
調
査
）を

中
止
し
ま
す

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

活
動
を
支
援
し
ま
す

6
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す
。

不
法
投
棄
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
６
月
１

日（
月
）、15
日（
月
）、22
日（
月
）、26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
町
で
は
、
災
害
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
要
援
護
者
の
確
認
や
、

地
域
の
見
守
り
支
援
活
動
に
役
立

て
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
毎
年
6

月
1
日
を
基
準
に
地
区
の
民
生
委

員
に
よ
る
訪
問
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
い
た
し
ま

す
。
ご
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

福
祉
課
包
括
支
援
係
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

【
福
祉
課 

包
括
支
援
係
】

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
地
域
の

振
興
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
活
動

を
し
て
い
る
団
体
の
令
和
2
年
度

中
に
取
り
組
む
活
動
経
費
に
対
し

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

①
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
観
光

協
会
・
N
P
O
法
人
な
ど
の
団
体

②
住
民
団
体
（
規
約
や
会
計
が
整

備
さ
れ
て
い
る
団
体
）

●
対
象
事
業

①
地
域
の
振
興
及
び
活
性
化
、
地

域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業

で
、
本
補
助
を
活
用
す
る
こ
と
で

効
果
が
見
込
ま
れ
る
事
業

②
山
村
地
域
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
た
、
山
村
振
興
及
び

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
事
業

③
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
発

展
に
資
す
る
事
業

④
広
域
的
な
防
犯
・
防
災
に
資
す

る
事
業

⑤
地
域
の
観
光
振
興
に
資
す
る
事
業

⑥
世
界
遺
産
及
び
ぐ
ん
ま
絹
遺
産

の
活
用
に
資
す
る
事
業

⑦
地
域
の
人
口
減
少
・
過
疎
化
対

策
に
資
す
る
事
業

⑧
そ
の
他
、
本
補
助
の
活
用
が
効

果
的
で
あ
る
と
特
に
認
め
る
事
業

●
補
助
率

対
象
経
費
の
原
則
1
/
2
以
内

※
そ
の
他
条
件
・
手
続
き
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
・
総
務
振

興
係
　
☎
62
―
9
5
2
5

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
な
ど
人

目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ご
み

の
投
棄
を
繰
り
返
す
、
悪
質
な
不

法
投
棄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
土
地
に
、
大
量
の
ご
み

を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
定
期

的
に
見
回
り
を
し
て
、
し
っ
か
り

管
理
し
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄
を

し
た
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

り
、
撤
去
す
る
資
力
が
な
い
と
き

は
、
土
地
の
所
有
者
が
自
分
で
片

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不

法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、
早
期
発

見
・
早
期
撤
去
の
た
め
、
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る

通
報
・
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
82
―
5
4
9
0

ま
た
は
、
県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

●
受
付
期
間

令
和
２
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら

令
和
２
年
７
月
17
日
（
金
）
ま
で

の
間
と
し
そ
の
後
の
申
請
は
受
理

で
き
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
６
月
１
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
令
和
２
年
７
月
31
日

（
金
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
の
申
請

手
続
き
は
交
通
安
全
協
会
が
代
行

し
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
印
鑑
、

証
明
書
代
６
７
０
円
を
持
参
し
て

富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
の
み
）
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
で
申
請
期

間
内
に
証
明
書
を
取
っ
た
方
は
、

令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

②
銀
章
　

10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

③
金
章

15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

④
金
冠
銀
章

20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑤
金
冠
金
章

30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章

40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

●
表
彰
式
　
令
和
２
年
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交

通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
）は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63
―
２
４
２
４
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時

　７
月
７
日
（
毎
月
第
1

火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
農
作
物
等
へ
被
害
を

及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
目
的

と
し
て
、
下
仁
田
猟
友
会
へ
捕
獲

業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
猟
友
会
で
は
檻
の
他
、

く
く
り
罠
（
獣
の
足
を
縛
っ
て
捕

獲
す
る
直
径
12
㎝
の
踏
み
落
し
式

の
罠
等
）
を
使
用
し
て
捕
獲
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
く
く
り
罠
は
、
山
中
や
耕
作
地

付
近
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
罠
付

近
に
は
目
印
と
な
る
札
が
付
い
て

い
ま
す
。
人
が
誤
っ
て
、
く
く
り

罠
に
か
か
る
可
能
性
は
低
い
で
す

が
、
万
が
一
の
こ
と
も
考
え
、
罠

周
辺
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

●
目
印
の
札
記
載
例

●
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
績 

（
そ
の
他
：
下
仁
田
森
林
事
務

所
、
下
仁
田
森
林
組
合
）

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
業
係
　
☎
０
２
７
４
―

64
―
８
８
０
６

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

イ
ノ
シ
シ・シ
カ
用
ワ
ナ
に

注
意
し
て
下
さ
い
!!

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

６
月７282114

７
月1219

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

５ 24
23
・
26



19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
２
年
秋
の
優
良

自
動
車
運
転
者
表
彰
申
請

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

実
態
調
査（
ひ
と
り
暮
ら
し・

ふ
た
り
暮
ら
し
調
査
）を

中
止
し
ま
す

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

活
動
を
支
援
し
ま
す

6
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す
。

不
法
投
棄
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
６
月
１

日（
月
）、15
日（
月
）、22
日（
月
）、26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
町
で
は
、
災
害
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
要
援
護
者
の
確
認
や
、

地
域
の
見
守
り
支
援
活
動
に
役
立

て
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
毎
年
6

月
1
日
を
基
準
に
地
区
の
民
生
委

員
に
よ
る
訪
問
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
い
た
し
ま

す
。
ご
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

福
祉
課
包
括
支
援
係
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

【
福
祉
課 

包
括
支
援
係
】

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
地
域
の

振
興
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
活
動

を
し
て
い
る
団
体
の
令
和
2
年
度

中
に
取
り
組
む
活
動
経
費
に
対
し

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

①
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
観
光

協
会
・
N
P
O
法
人
な
ど
の
団
体

②
住
民
団
体
（
規
約
や
会
計
が
整

備
さ
れ
て
い
る
団
体
）

●
対
象
事
業

①
地
域
の
振
興
及
び
活
性
化
、
地

域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業

で
、
本
補
助
を
活
用
す
る
こ
と
で

効
果
が
見
込
ま
れ
る
事
業

②
山
村
地
域
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
た
、
山
村
振
興
及
び

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
事
業

③
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
発

展
に
資
す
る
事
業

④
広
域
的
な
防
犯
・
防
災
に
資
す

る
事
業

⑤
地
域
の
観
光
振
興
に
資
す
る
事
業

⑥
世
界
遺
産
及
び
ぐ
ん
ま
絹
遺
産

の
活
用
に
資
す
る
事
業

⑦
地
域
の
人
口
減
少
・
過
疎
化
対

策
に
資
す
る
事
業

⑧
そ
の
他
、
本
補
助
の
活
用
が
効

果
的
で
あ
る
と
特
に
認
め
る
事
業

●
補
助
率

対
象
経
費
の
原
則
1
/
2
以
内

※
そ
の
他
条
件
・
手
続
き
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
・
総
務
振

興
係
　
☎
62
―
9
5
2
5

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
な
ど
人

目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ご
み

の
投
棄
を
繰
り
返
す
、
悪
質
な
不

法
投
棄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
土
地
に
、
大
量
の
ご
み

を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
定
期

的
に
見
回
り
を
し
て
、
し
っ
か
り

管
理
し
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄
を

し
た
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

り
、
撤
去
す
る
資
力
が
な
い
と
き

は
、
土
地
の
所
有
者
が
自
分
で
片

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不

法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、
早
期
発

見
・
早
期
撤
去
の
た
め
、
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る

通
報
・
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
82
―
5
4
9
0

ま
た
は
、
県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
81
―
5
3
2
4

（
ハ
イ
ゴ
ミ
通
報
）

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

●
受
付
期
間

令
和
２
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら

令
和
２
年
７
月
17
日
（
金
）
ま
で

の
間
と
し
そ
の
後
の
申
請
は
受
理

で
き
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
６
月
１
日
以
降
に
取
得
し

た
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

し
た
場
合
は
、
令
和
２
年
７
月
31
日

（
金
）
ま
で
受
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
の
申
請

手
続
き
は
交
通
安
全
協
会
が
代
行

し
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
印
鑑
、

証
明
書
代
６
７
０
円
を
持
参
し
て

富
岡
安
協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
の
み
）
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
で
申
請
期

間
内
に
証
明
書
を
取
っ
た
方
は
、

令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章

５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

②
銀
章
　

10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

③
金
章

15
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

④
金
冠
銀
章

20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑤
金
冠
金
章

30
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章

40
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

●
表
彰
式
　
令
和
２
年
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交

通
安
全
協
会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番

（
火
曜
日
）は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
63
―
２
４
２
４
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時

　７
月
７
日
（
毎
月
第
1

火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
農
作
物
等
へ
被
害
を

及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
目
的

と
し
て
、
下
仁
田
猟
友
会
へ
捕
獲

業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
猟
友
会
で
は
檻
の
他
、

く
く
り
罠
（
獣
の
足
を
縛
っ
て
捕

獲
す
る
直
径
12
㎝
の
踏
み
落
し
式

の
罠
等
）
を
使
用
し
て
捕
獲
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
く
く
り
罠
は
、
山
中
や
耕
作
地

付
近
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
罠
付

近
に
は
目
印
と
な
る
札
が
付
い
て

い
ま
す
。
人
が
誤
っ
て
、
く
く
り

罠
に
か
か
る
可
能
性
は
低
い
で
す

が
、
万
が
一
の
こ
と
も
考
え
、
罠

周
辺
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

●
目
印
の
札
記
載
例

●
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
績 

（
そ
の
他
：
下
仁
田
森
林
事
務

所
、
下
仁
田
森
林
組
合
）

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
業
係
　
☎
０
２
７
４
―

64
―
８
８
０
６

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
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お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

イ
ノ
シ
シ・シ
カ
用
ワ
ナ
に

注
意
し
て
下
さ
い
!!

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

６
月７282114

７
月1219

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

５ 24
23
・
26
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、低
価
格

な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同

じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の

こ
と
で
す
。新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安

く
、薬
代
を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、医

師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、ご
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」は
、国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し

て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や

取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

●
対
象
者

　
令
和
２
年
４
月
１
日

　
現
在
で
50
歳
以
上
の
偶
数
年
齢

　
の
方

●
日
程

　
６
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
11
月
30
日
（
月
）

　
（
土
日
祝
日
除
く
）

●
場
所

　
下
仁
田
厚
生
病
院

●
受
診
料

　
１
，
５
０
０
円

●
内
容

　
経
口
又
は
経
鼻
胃
内
視
鏡
検
診

●
申
込
方
法

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ

　
さ
い
（
☎
82
―
５
４
９
０
）予
約

　
し
た
方
に
は
受
診
券
等
必
要
書
類

　
を
郵
送
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

　
バ
リ
ウ
ム
と
胃
カ
メ
ラ
の
併
用
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
保
健
推
進
係

　（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
82
―
５
４
９
０

２
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
!!

胃
が
ん
（
胃
カ
メ
ラ
）
検
診
の
ご
案
内

健康健康

　
３
つ
の「
密
」を
避
け
た「
新
し
い

生
活
様
式
」の
中
、人
と
の
つ
な
が
り

が
大
切
で
す
。電
話
を
通
じ
て
声
の

便
り
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
で
大
切
な
人

（
ご
家
族
）の
変
化
に
気
づ
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
会
話
の
中
で
心
配
そ
う
な
様
子
が

み
ら
れ
た
ら
、ご
本
人
が
不
安
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、こ
の
中
の
い
く
つ
か

の
気
に
な
る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
聞

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
最
近
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

「
昨
日
は
何
を
し
て
い
た
？
」

「
最
近
、電
話
が
あ
っ
た
？
誰
か
ら
？
」

「
ご
飯
は
、ど
ん
な
も
の
を
作
っ
て
い

る
？
」

●
数
日
前
に
話
し
た
こ
と
を
さ
り

げ
な
く
…

●
趣
味
や
興
味
の
あ
る
こ
と
を
続

け
て
い
る
？

●
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
好
き
な
テ

レ
ビ
番
組
に
つ
い
て
話
し
て
み
る

●
週
に
何
回
く
ら
い
、
買
物
に

行
っ
て
る
？
何
を
買
っ
て
き
た
？

●
金
銭
管
理
に
つ
い
て
自
分
で
で

き
て
い
る
か
、
銀
行
の
窓
口
の
手

続
き
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
が
で
き
て

い
る
か

　
例
え
ば
、朝
食
の
内
容
を
忘
れ
て

し
ま
う
な
ど
体
験
の
一
部
分
を
忘
れ

る
の
は
、正
常
な
老
化
に
よ
る
物
忘

れ
で
す
。体
験
し
た
こ
と（
食
べ
た
こ

と
）自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
認
知

症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

●
も
し
か
し
た
ら
…

認
知
症
で
は
？

　
ご
本
人
は
今
ま
で
と
違
う
自
分
に

戸
惑
い
、不
安
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
会
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、話

を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
元
気
に
な

り
ま
す
。

　
１
本
の
電
話
が「
支
え
」に
な
り
、

「
安
心
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ご
本
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
接

す
る
こ
と
で
、症
状
を
和
ら
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。何
か
ご
心
配
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

赤
岡
　
優
子

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係
　

☎
64
―
８
８
０
４（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ
　
認
知
症
　
N
O
・
1

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

おうちでできる
『ついで筋トレ』

【問い合わせ先】福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

1.タオル運動
フェイスタオルやてぬぐいを肩幅より少し広めに持って
①膝の上から顔の高さまで息を吸いながらあげる。
　息を吐きながら膝まで下げる。
②顔の高さからあげられる所まで息を吐きながら
　あげる。息を吸いながら水平まで下げる。

2.テーブルふき
椅子に座ったままテーブルの前後左右にふいてみる。
頑張りすぎずどこまで届くかチャレンジしてみよう。

3.身体ふき
椅子などに座って、乾いたタオルで身体のあちこちを
こする。転げ落ちないよう注意しながらお風呂で体を
洗うイメージで。

4.膝伸ばし 左右8回ずつ
①背筋を伸ばし、椅子に浅く座り、両手で座面前側を
　軽く持ち両脚は肩幅くらいに開く。
②足が床と水平になるくらい声に出して数えながら
　1～4で持ち上げ、5～８で下ろす。
　太もものうしろは椅子につけておく

5.もも上げ
膝伸ばしの①の姿勢で、椅子に座って足踏み

コロナウイルス感染症予防のため、現在介護予防教室・コ
グニサイズ、いきいき健康教室はお休みです。再開時に
は改めてお知らせいたします。テレビを観ながら…座った
ついでに…身体を動かしましょう。

※痛みの無い範囲で行い、痛みが出たら休みましょう。ひどい痛みの場合は、医師に相談しましょう。
（監修：下仁田厚生病院　理学療法士　松本紫野先生）

他にも、皆さんが通っていた教室の内容を思い出して行っていますか？参加していた曜日や時間に行
うと習慣になりますね。予防の基本は手洗い、咳エチケット。睡眠、バランスのよい食事、運動を。
なにより笑顔で免疫アップしてお元気で。



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、低
価
格

な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同

じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の

こ
と
で
す
。新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安

く
、薬
代
を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、医

師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、ご
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」は
、国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し

て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や

取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

●
対
象
者

　
令
和
２
年
４
月
１
日

　
現
在
で
50
歳
以
上
の
偶
数
年
齢

　
の
方

●
日
程

　
６
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
11
月
30
日
（
月
）

　
（
土
日
祝
日
除
く
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の
一
部
分
を
忘
れ

る
の
は
、正
常
な
老
化
に
よ
る
物
忘

れ
で
す
。体
験
し
た
こ
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と
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が
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ま
す
。

●
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で
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は
今
ま
で
と
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に
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、不
安
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気
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ち
に
な
っ
て
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か
も
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れ
ま
せ
ん
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こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、話

を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
元
気
に
な

り
ま
す
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１
本
の
電
話
が「
支
え
」に
な
り
、

「
安
心
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ご
本
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
接

す
る
こ
と
で
、症
状
を
和
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げ
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こ

と
が
で
き
ま
す
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ご
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N
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認
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に
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っ
て
も
安
心
し
て
暮
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せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

おうちでできる
『ついで筋トレ』

【問い合わせ先】福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

1.タオル運動
フェイスタオルやてぬぐいを肩幅より少し広めに持って
①膝の上から顔の高さまで息を吸いながらあげる。
　息を吐きながら膝まで下げる。
②顔の高さからあげられる所まで息を吐きながら
　あげる。息を吸いながら水平まで下げる。

2.テーブルふき
椅子に座ったままテーブルの前後左右にふいてみる。
頑張りすぎずどこまで届くかチャレンジしてみよう。

3.身体ふき
椅子などに座って、乾いたタオルで身体のあちこちを
こする。転げ落ちないよう注意しながらお風呂で体を
洗うイメージで。

4.膝伸ばし 左右8回ずつ
①背筋を伸ばし、椅子に浅く座り、両手で座面前側を
　軽く持ち両脚は肩幅くらいに開く。
②足が床と水平になるくらい声に出して数えながら
　1～4で持ち上げ、5～８で下ろす。
　太もものうしろは椅子につけておく

5.もも上げ
膝伸ばしの①の姿勢で、椅子に座って足踏み

コロナウイルス感染症予防のため、現在介護予防教室・コ
グニサイズ、いきいき健康教室はお休みです。再開時に
は改めてお知らせいたします。テレビを観ながら…座った
ついでに…身体を動かしましょう。

※痛みの無い範囲で行い、痛みが出たら休みましょう。ひどい痛みの場合は、医師に相談しましょう。
（監修：下仁田厚生病院　理学療法士　松本紫野先生）

他にも、皆さんが通っていた教室の内容を思い出して行っていますか？参加していた曜日や時間に行
うと習慣になりますね。予防の基本は手洗い、咳エチケット。睡眠、バランスのよい食事、運動を。
なにより笑顔で免疫アップしてお元気で。



23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／ブラッシングの習慣　　　　　　 火／高血圧と薬
水／歯が抜けたままだとどうなるの？木／妊婦健診と４Dエコーについて
金／差し歯の知識　　    　　　　　　土日／帯状疱疹
～直接相談タイム～新型コロナウイルス感染症による影響で当面の間
休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン6月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）6月～7月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月26日（金）

6月2日（火）
7月7日（火）

7月31日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年2月～3月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

令和元年8月～9月生まれ

令和元年５月～６月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月12日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆６月７日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
◆６月２１日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
6月1・8・15・22
  29日（月）

6月22日（月）

6月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

今年度の特定健診・がん検診等「集団健診」を

中止いたします
ご迷惑をおかけ致しますが、町民の皆さまの感染予防にご理解とご協力をお願いいたし
ます。

【お問い合わせ先】
下仁田町保健課（保健センター）☎0274-82-5490
〒370-2601 下仁田町大字下仁田111-2

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため新型コロナウイルスの感染拡大防止のため重要なお知らせ

6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

6/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

6/9（火）

１０：００～１１：３０

健康健康



23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／ブラッシングの習慣　　　　　　 火／高血圧と薬
水／歯が抜けたままだとどうなるの？木／妊婦健診と４Dエコーについて
金／差し歯の知識　　    　　　　　　土日／帯状疱疹
～直接相談タイム～新型コロナウイルス感染症による影響で当面の間
休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン6月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）6月～7月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月26日（金）

6月2日（火）
7月7日（火）

7月31日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年2月～3月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

令和元年8月～9月生まれ

令和元年５月～６月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月12日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆６月７日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
◆６月２１日（日）　菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
6月1・8・15・22
  29日（月）

6月22日（月）

6月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

今年度の特定健診・がん検診等「集団健診」を

中止いたします
ご迷惑をおかけ致しますが、町民の皆さまの感染予防にご理解とご協力をお願いいたし
ます。

【お問い合わせ先】
下仁田町保健課（保健センター）☎0274-82-5490
〒370-2601 下仁田町大字下仁田111-2

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため新型コロナウイルスの感染拡大防止のため重要なお知らせ

6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

6/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

6/9（火）

１０：００～１１：３０

健康健康
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

6
月
27
日（
土
）・6
月
28
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
水
）・
18
日（
木
）・
29
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
30
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

　
５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、

８
月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、不
動
産
取
得
税
等
他
の
県

税
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
６
月
３０
日（
火
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

雨が降ったからこその『虹』

　心配したからこその『健康への意識』

引き続きうがい・手洗いによるコロナウイルス感染症防止のご協力を

人口
　男
　女
世帯

（　14）
（　10）
（　 4）
（　 2）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,133人
3,507人
3,626人
3,309世帯

転入  15人/  出生 2人
転出  18人/  死亡 13人

（5月1日現在）

（4月中）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No770

月月

新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P5
行政情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6～P12
新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P5
行政情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6～P12

下仁田プライド in

住民相互が
思いやるまち

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　洋　）
（信　幸）
（恭　一）
（　均　）
（南都隆道）
（久　夫）
（幸　生）
（澄　子）
（英　子）
（順　子）
（磯　治）
（　勲　）

中　央
城　西
横　間
市ノ萱
下　町
蒔　田
下小坂
下小坂
旭　町
下小坂
南野牧
本　宿

今井　ミサ子
山田　いく
廣澤　ぜん
石井　忠夫
伊藤　積
下山　つる
磯田　武二
青木　春光
市川　修治
神戸　文夫
小金澤まつ江
古市　敏夫

地　区
ご出産おめでとうございます

今 井　琉 詩  （博久・美奈）   仲　町

（保護者）出　生　児
りゅうた

栗 原　悠 乃  （大輔・麻由香）   東　町
ゆの

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

茂木時計店【オーダーメイド補聴器認定店】リオン、ワイデックス補聴器取り扱い
住所 下仁田町下仁田393-6　電話・ＦＡＸ 0274-82-2811
H P  www.tokei10.com

実用性の高いスタンダードモデル

オレオール 2020年モデル 各種オレオール 2020年モデル 各種

https://store.shopping.yahoo.co.jp/tokei10/

ネットで注文、店舗で受け取りＯＫです。
【検索：茂木時計店】

SALESALE 11,00011,000円円円円
（税込価格）全品

メーカー希望価格 30,000円～

メンズウオッチ専門ヤフーショップ店


